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今月の

表紙

今月の主な話題

Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!

6月
こうのとり保育園

上村　結愛香ちゃん
（武蔵ヶ丘５町内）

平成19年６月27日生まれ

うえ む ら 　 　 ゆ 　 め 　 か お友達が泣いていると「大丈
夫？」と声を掛け、お世話を
します。お友達が大好きで、
みんなの人気者です。

村上　雫月ちゃん
（津久礼ヶ丘）

平成22年６月７日生まれ

む ら か み 　 し ず く

登り棒を上まで登ることがで
きるようになりました。体を
動かす遊びが大好きで、毎日
元気いっぱい遊んでいます。

和田　彩楓ちゃん
（沖野）

平成19年６月16日生まれ

わ 　だ 　 　 あ や か

お花に水をあげたよ
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平成25年４月末現在　（　）内は前月比
３８，８９７　（＋１３７）
１９，０６７　（＋67）
１９，８３０　（＋７０）
１５，１４６　（＋８１）

●出生／  ３６ ●死亡／  ２６
●転入／３９１ ●転出／２６５

大津町と消費生活相談業務の広域連携協定を締結しました… 2
さまざまな福祉サービスがあります………… 4
子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポンを配布します… 7
６月は児童手当・特例給付の「現況届」の提出月です…10
耐震診断・改修費用の一部を補助します……14

穏やかな気候の中、夢
中でシャボン玉遊びを
する女の子。ふーっと
息を吹くたび、たくさ
んのシャボン玉が光に
当たって、青・赤・黄
色と色とりどりにきら
きらと輝いています。
まるで周りのシャボン
玉がふわふわと女の子
を囲んで、一緒に遊ん
でいるようでした。

６月ですね。新入生、新社会人の皆さん、
新しい生活には慣れましたか。広報を担
当して２カ月が経ち、表紙の写真を撮る
のもまだ２回目ですが、こんなに悩むと
は思いませんでした。皆さんの協力あっ
ての広報だとあらためて感じています。
カメラと向き合い、どうすれば読みやす
く、そして「伝わる」広報になるのかと
頭を抱える毎日です。皆さんも新しい環
境で大変だと思いますが、一緒に頑張っ
ていきましょう。　　　　　　　（U）

まちの
わだい
まちの
わだい

牛
乳
を
飲
ん
で
大
き
く
な
っ
て
ね

牛
乳
を
飲
ん
で
大
き
く
な
っ
て
ね

牛
乳
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▲牛乳を飲んでにっこりほほ笑む白鈴園の園児たち
　

熊
本
市
酪
農
農
業
協
同
組
合
の
豊
住
充
彦

組
合
長
が
５
月
２
日
、
後
藤
町
長
に
目
録
と

牛
乳
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
内
の

酪
農
家
で
つ
く
ら
れ
た
同
組
合
が
子
ど
も
た

ち
に
も
っ
と
牛
乳
を
飲
ん
で
も
ら
お
う
と
、

毎
年
こ
ど
も
の
日
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
今
年
は
町
内
の
保
育
園
と
幼
稚

園
全
園
に
約
１
，
８
０
０
個
の
牛
乳
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

豊
住
組
合
長
は
「
園
児
に
と
ど
ま
ら
ず
、

小
中
学
生
に
も
牛
乳
を
も
っ
と
飲
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
町
長
は
「
牛
乳
は

子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
。
こ

れ
を
機
会
に
消
費
が
広
が
れ
ば
」
と
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。

　

白
鈴
園
の
園
児
た
ち
は
「
家
で
も
牛
乳
を

飲
ん
で
い
る
」「
牛
乳
大
好
き
」
と
元
気
い
っ

ぱ
い
話
し
ま
し
た
。
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相談体制の充実はもとより、両町の住民の皆さんが安全
で安心して暮らせるまちづくりの推進につながると考え
ている」とそれぞれあいさつし、消費生活相談窓口の活
用による住民の安全、安心の確保への期待を述べました。

　菊陽町役場で５月２日、家入勲大津町長、後藤三雄町
長をはじめとする関係者出席のもと、大津町との消費生
活相談業務広域連携協定調印式を行いました。
　消費生活相談窓口は、大津町が毎週火曜日、菊陽町が
毎週木曜日に開設しているもので、消費生活などにおけ
るさまざまなトラブルに対して、専門の相談員が相談を
受け付けています。
　この協定の締結により、両町の住民は、消費生活相談
窓口を相互利用することができるようになります。訪問
販売やネット通販、多重債務などの消費生活に関するこ
とで、心配なことや不安なことがありましたら、お気軽
に下記窓口にご相談ください。
　調印式では、協定書の署名の後、家入大津町長が「消
費生活相談窓口は、消費生活において泣き寝入りのない
生活を送ってもらうための窓口なので、両町の窓口を活
用しながら、気軽に相談してもらいたい」、後藤町長は
「本日の協定の締結により、大津・菊陽両町の消費生活

菊陽町と大津町
両町の消費生活相談窓口が利用できるようになりました

問 総合政策課　総合政策係　☎（232）2112

町は、大津町と消費生活相談業務広域連携に関する協定を締結しました。この協定に
より、両町の住民がお互いの相談窓口を利用することができるようになりました。

•電話相談、面談相談のどちらもできます。
•面談相談の際は、契約時の書類や関係資料などをお持ちください。
•面接相談は、電話で予約することもできます。

大津町

消費生活相談窓口

相談窓口の利用方法

菊陽町
毎週火曜日

（祝日、年末年始を除く）

午前10時～午後４時

大津町役場２階　住民相談室

総務課　☎（293）3111

毎週木曜日
（祝日、年末年始を除く）

午前10時～午後４時

菊陽町役場１階　消費生活相談室

総合政策課　☎（232）2112

相談日

時間

開設場所

電話番号

相談日

時間

開設場所

電話番号

▲調印式で握手を交わす家入大津町長（左）と後藤町長（右）

▲

第１回嘱託員会議
会議では嘱託員の皆さんに、
行政報告や各課からの連絡事
項などの説明を行いました。

あなたの地区の嘱託員をご紹介します協働

問 総務課　協働推進係　☎（232）2111

平成25年度第１回嘱託員会議を５月16日、役場大会議室で開催しました。会議では、町長が退職
した嘱託員17人の皆さんに感謝状を贈呈し、新しい嘱託員16人の皆さんに委嘱状を交付しました。
今年度の各行政区の嘱託員の皆さんは次のとおりです。

■菊陽町嘱託員（継続・新任）　   　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略） ■退職嘱託員　　　　　（敬称略）

嘱託員とは
　嘱託員とは、町の行政を円滑にす
るために、町長が委嘱を行う特別職
の地方公務員です。嘱託員の主な業
務には、行政情報の伝達や配布物、
各種調査・報告に関することなどが
あります。地域や行政について知り
たいことがあれば、身近な嘱託員に
お尋ねください。

井口

辛川

道明

曲手

馬場楠

戸次

上中代

出分

中代

川久保

津留

大堀木

下原

宮ノ上

ひばりヶ丘

あさひヶ丘

津久礼ヶ丘

上津久礼

下津久礼

緑ヶ丘

緑陽台

三里木

三里木北

新山

境の松

新成

北新山

杉並台

青葉台

東ヶ丘

沖野

田中　健次

山口　重信

松野　信行

西岡　和明

高田　孝章

松村　秀俊

田崎　勝則

豊住　量基

橋本　　司

南　　俊也

阪本　茂春

矢野　亮一

西　　　勲

江口　重治

佐和田　寛

板垣　勝幸

江島　　均

阪本　泰一

士野　和道

江平　民生

今村　秀昭

岸田　　弘

松本　　仁

矢津田源一

中村　誠喜

才藤　和也

中岡　　勉

嵯峨根千歳

髙宮　茂巳

古川　武志

松永　　功

古閑原

入道水

柳水

馬場

鉄砲小路

長塚

新町

南方

中尾

駅前

光の森１町内

光の森２町内

光の森４町内

光の森５町内

武蔵ヶ丘１町内

武蔵ヶ丘２町内

武蔵ヶ丘３町内

武蔵ヶ丘４町内

武蔵ヶ丘５町内

武蔵ヶ丘６町内

武蔵ヶ丘７町内

武蔵ヶ丘８町内

八久保

花立

南花立

向陽台

南八久保

髙木　一孝

古荘　敬一

上田　紀昭

城　　良明

舟津　敬二

古川　信寛

前田　康彦

久保田昌生

中村　敏秋

赤塚　茂則

坂本　達也

須藤　靖明

山本　龍二

江口　　肇

竹下　輝昭

西山サトル

米田　亮子

井原理惠子

丸山　　勉

前田　光喜

西田　力男

森田　忠満

隈部　　勲

早野　洋一

梅北　兼弘

西野　　洋

竹之内千尋

曲手

馬場楠

上中代

出分

川久保

津留

大堀木

ひばりヶ丘

あさひヶ丘

緑陽台

古閑原

鉄砲小路

長塚

光団地

光の森２町内

光の森４町内

向陽台

坂田　輝明

楠野　陽一

吉本　次男

鎌田　建男

島川　春信

坂本　孝一

甲斐　盛博

富永　　司

淀　　保志

大串　良信

原田　道行

秋山　茂治

右田　完爾

横手　　哉

岡部　達郎

中道　一成

塩井　素行

行政区 氏名校区 行政区 氏名 校区 行政区 氏名

菊
陽
南
小
学
校
区

菊
陽
中
部
小
学
校
区

菊
陽
西
小
学
校
区

菊
陽
北
小
学
校
区

武
蔵
ヶ
丘
小
学
校
区

武
蔵
ヶ
丘
北
小
学
校
区 ※大津町の消費生活相談窓口も利用できます。電話は担当課で受けた後、相談室へ転送します。
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○
移
動
支
援
事
業

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、
外
出
の
た

め
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

○
日
中
一
時
支
援
事
業

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、
日
中
に
お

け
る
活
動
の
場
を
確
保
し
、
家
族
の
就
労

支
援
や
一
時
的
な
休
息
を
図
る
も
の
で
す
。

○
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

　

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、
日

常
生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
日
常
生
活

用
具
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で

す
。

○
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

身
体
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、
移
動

入
浴
車
で
の
訪
問
に
よ
り
在
宅
の
人
の
入

浴
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

○
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・
改
造
助
成

事
業

　

身
体
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、
自
動

車
運
転
免
許
の
取
得
と
自
動
車
の
改
造
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で

す
。

○
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
派
遣
事

業

　

聴
覚
や
言
語
機
能
、
音
声
機
能
、
視
覚

そ
の
他
の
障
が
い
の
た
め
、
意
思
疎
通
を

図
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
人
に
対
し
、
手

話
通
訳
者
な
ど
の
派
遣
を
行
う
も
の
で
す
。

○
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

　

日
常
会
話
程
度
の
手
話
表
現
技
術
を
習

得
し
た
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
も
の
で

す
。

○
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

に
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
有

用
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
知
的
障
が
い
者

ま
た
は
精
神
障
が
い
者
に
対
し
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

○
介
護
給
付
費

　

介
護
が
必
要
な
人
に
対
し
、
次
の
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

•
居
宅
介
護

•
生
活
介
護

•
重
度
訪
問
介
護

•
短
期
入
所

•
同
行
援
護

•
共
同
生
活
介
護

•
行
動
援
護

•
施
設
入
所
支
援

•
療
養
介
護

○
訓
練
等
給
付
費

　

訓
練
な
ど
の
支
援
が
必
要
な
人
に
対
し
、

次
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

•
自
立
訓
練（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
）

•
就
労
移
行
支
援　

•
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

•
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型　

•
共
同
生
活
援
助

○
障
害
児
通
所
支
援

　

障
が
い
の
あ
る
18
歳
未
満
の
児
童
に
対

し
、「
療
育
」
を
目
的
と
し
た
次
の
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

•
児
童
発
達
支
援

•
医
療
型
児
童
発
達
支
援

•
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

•
保
育
所
等
訪
問
支
援

○
障
害
児
福
祉
手
当

　
（
月
額
１
４
，
２
８
０
円
）

　

在
宅
で
心
身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
20

歳
未
満
の
児
童
に
支
給
し
ま
す
。

※

障
害
児
福
祉
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

人
、
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
３
カ
月
を

超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
に
は
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当

　
（
月
額
２
６
，
２
６
０
円
）

　

在
宅
で
心
身
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
以
上
の
人
に
支
給
し
ま
す
。

※

特
別
障
害
者
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

人
、
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
３
カ
月
を

超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
に
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

心
身
に
一
定
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
人
に
、
障
が

い
の
程
度
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

•
手
当
１
級（
月
額
５
０
，
５
５
０
円
）

•
手
当
２
級（
月
額
３
３
，
６
７
０
円
）

※

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
児
童
が
、
児

童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
自
立
支
援
医
療（
育
成
医
療
）

　

18
歳
未
満
の
児
童
で
、
現
在
身
体
に
障

が
い
が
あ
る
か
、
ま
た
は
現
に
あ
る
疾
患

に
対
し
、
手
術
な
ど
の
治
療
に
よ
り
そ
の

症
状
が
軽
く
な
り
、
日
常
生
活
が
容
易
に

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
、
そ
の
医
療
費
の
一
部
を
公
費
で
負
担

す
る
も
の
で
す
。

　

○
自
立
支
援
医
療（
更
生
医
療
）

　

身
体
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
手
術
な
ど

の
治
療
に
よ
り
障
が
い
の
程
度
を
軽
く
し

た
り
、
障
が
い
を
取
り
除
い
て
日
常
生
活

や
職
業
能
力
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
そ
の
医
療

費
の
一
部
を
公
費
で
負
担
す
る
も
の
で
す
。

○
自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医
療
）

　

精
神
疾
患
を
有
す
る
人
が
、
通
院
に
よ

る
精
神
医
療
を
継
続
的
に
要
す
る
程
度
の

症
状
が
あ
る
場
合
に
必
要
な
医
療
費
の
一

部
を
公
費
で
負
担
す
る
も
の
で
す
。

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　

重
度
の
心
身
障
が
い
の
人
が
各
種
健
康

保
険
で
医
療
を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
自

己
負
担
の
一
部
に
つ
い
て
町
が
助
成
す
る

も
の
で
す
。

〈
助
成
対
象
者
〉

•
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
２
級
を
お
持

ち
の
人

•
療
育
手
帳
Ａ
１
か
Ａ
２
を
お
持
ち
の
人

•
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お

持
ち
の
人

•
経
過
的
福
祉
手
当
を
受
け
る
に
相
当
す

る
障
が
い
を
お
持
ち
の
人

○
補
装
具
費

　

身
体
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
障
が
い
に

よ
り
失
わ
れ
た
身
体
機
能
を
補
い
、
日
常

生
活
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
必
要
な
、
補

装
具
の
購
入
や
修
理
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

○
聴
覚
障
が
い
児
補
聴
器
購
入
助
成

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら

な
い
軽
度
・
中
度
な
ど
の
聴
覚
障
が
い
の

あ
る
難
聴
児
に
対
し
、
教
育
、
言
語
訓
練
、

日
常
生
活
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
補
聴

器
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。

○
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
に
対
し
、
日
常

生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
日
常
生
活
用

具
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
や
家
族
に
対
す
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

福祉

問 

福
祉
課　

福
祉
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

町
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
家
族
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
支
援
事
業
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
と
き
の
手
続
や
負
担
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　次の事業については、利用料は無料
です。利用したいときは、直接お問い
合わせください。

○地域活動支援センター事業
　障がいのある人に対し、創作的活動
など日中活動の場の提供や、地域との
交流を促進するものです。

■問い合わせ
　きくよう地域生活支援センター
　（菊陽病院内）　☎（232）8518

○相談支援事業
　障がいのある人やその保護者からの
相談に応じ、必要な情報の提供や、権
利擁護のために必要な援助を行うもの
です。

■問い合わせ
相談支援センター ＳＵＮ
（福祉支援センター内）
　　　　　　　☎（227）7010
きくよう地域生活支援センター
（菊陽病院内）　☎（232）8518

○身体・知的障がい者相談員
　町は、身体・知的障がいのある人の
相談に応じ、生き生きとした社会生活
を送ることができるよう支援するため、
身体・知的障がい者相談員を設置して
います。

■問い合わせ
身体障がい者相談員（荒木貞子さん）

☎（338）6410
知的障がい者相談員（田尻貴子さん）

☎（232）3879

きくよう地域生活支援センターでの栄養バランス学習会

▲きくよう地域生活支援センターでの料理教室の様子
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歯
の
健
康
を
守
る
生
活
習
慣

❶
歯
磨
き
は
「
毎
食
後
」
と
「
寝
る
前
」
に

　

虫
歯
や
歯
周
病
の
原
因
は
歯
垢
。
歯
垢

を
た
め
な
い
た
め
に
、
毎
食
後
の
歯
磨
き

は
か
か
せ
ま
せ
ん
。
食
べ
た
ら
歯
磨
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
寝
る
前
は
特
に
丁
寧
に
磨
き
ま

し
ょ
う
。

❷
た
ば
こ
や
ス
ト
レ
ス
も
要
注
意

　

た
ば
こ
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
、
歯
肉
を

弱
ら
せ
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
は
免
疫

力
を
低
下
さ
せ
、
殺
菌
力
を
持
つ
だ
液
の

分
泌
を
悪
く
し
ま
す
。

❸
歯
を
強
く
す
る
食
生
活

　

歯
の
外
壁
を
形
成
す
る
エ
ナ
メ
ル
質
の

主
な
成
分
は
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
。
丈
夫
な

歯
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

多
く
含
む
小
魚
や
牛
乳
を
取
る
こ
と
が
効

果
的
で
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
含
む

食
品（
し
い
た
け
、
レ
バ
ー
、
魚
介
類
な

ど
）と
一
緒
に
取
る
と
吸
収
率
が
高
ま
り

ま
す
。

　

歯
を
失
う
原
因
の
多
く
は
、
歯
周
病
と

虫
歯
で
す
。
歯
周
病
は
歯
を
失
う
だ
け
で

な
く
、
歯
周
病
菌
が
血
流
に
乗
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
を
発
症
、
悪
化
さ
せ
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
、

命
に
関
わ
る
病
気
の
引
き
金
に
な
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

❹
プ
ロ
に
よ
る
定
期
的
な
ケ
ア
を

　

歯
周
病
予
防
は
、
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク

に
よ
る
異
常
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

重
要
で
す
。
歯
科
医
で
は
、
歯
や
口
の
異

常
を
治
療
す
る
だ
け
で
な
く
、
虫
歯
や
歯

周
病
の
原
因
と
な
る
歯
石
の
除
去
や
歯
周

ポ
ケ
ッ
ト
の
掃
除
な
ど
予
防
に
関
す
る
こ

と
も
し
て
も
ら
え
ま
す
。

❺
体
の
免
疫
力
を
高
め
る

　

大
切
な
歯
を
守
る
た
め
に
、
十
分
な
睡

眠
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
掛

け
て
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
で
、

体
の
免
疫
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

歯
は
一
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー

健康

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

６
月
４
日（
火
）〜
10
日（
月
）は
「
歯
の
健
康
週
間
」
で
す
。
自
分
の
歯
を
ど
れ
く
ら

い
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。
歯
や
口
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
に
影
響
し
ま
す
。
一

生
、
健
康
な
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
事
が
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

歯周疾患節目検診を受けましょう
　４月から歯周疾患検診を行っています。平成24年度の歯周
疾患節目検診で、「異常なし」だった人は約１割でした。自分
の口の状態を知るきっかけにしてみませんか。
■期限　　12月末日まで
■場所　　町内の委託歯科医院（要予約）
■内容　　歯と歯周の検診
■対象者　平成25年度に40歳、50歳、60歳、70歳になる人

（４月上旬に個別通知しています）
■費用　　700円

「歯とお口の健康展」
　大切な自分の歯について楽しく学べるイベントです。
■日時　６月２日（日）　午前10時～午後３時
■場所　ゆめタウン光の森　１階　イーストコート
■内容　歯科健診・相談、栄養相談、衛生士会のフッ化物洗口、銀歯

など技工物展示、市・町・保健所健康推進コーナー、人形劇
ファンタジア（午前11時公演）、お口の中を見てみようコー
ナー、虫歯菌発見コーナー、口臭測定、パネル展示など

■主催　菊池郡市歯科医師会
■問い合わせ　南歯科医院　☎（232）7541

歯周病になりやすい生活習慣、生活を振り返ってみましょう！
□食事は不規則になりがち
□満腹になるまで食べる
□よく噛まないで飲み込む
□食後に必ず歯を磨くわけではない
□喫煙習慣がある
□甘いものなどの間食、夜食をよく摂る
□歯ごたえのある食べ物はあまり食べない
□歯を磨かずに寝てしまうことがある
□ストレスを感じることが多い
□歯の定期検診を受けたことがない

■対象者
　平成25年４月20日現在で菊陽町に住民票を有し、次の生年月日に該当する女性

　下記の対象者に、大腸がんの無料検診を実施します。ぜひこの
機会に受診しましょう。
■対象者　平成25年４月20日現在で菊陽町に住民票を有し、次
の生年月日に該当する人

　検査方法：便潜血検査
■対象となる検診
❶総合健診　５月30日（木）～６月６日（木）
　すでに総合健診を申し込んだ人は、健診当日に大腸がん検診の
料金を差し引きます。
❷がん複合検診　９月下旬～10月上旬予定
　７月に対象者へ検診の申込書を郵送します。

生
年
月
日

平成４年４月２日～平成５年４月１日
昭和62年４月２日～昭和63年４月１日
昭和57年４月２日～昭和58年４月１日
昭和52年４月２日～昭和53年４月１日
昭和47年４月２日～昭和48年４月１日

•子宮頸がん無料クーポン券配布対象者

生
年
月
日

昭和47年４月２日～昭和48年４月１日
昭和42年４月２日～昭和43年４月１日
昭和37年４月２日～昭和38年４月１日
昭和32年４月２日～昭和33年４月１日
昭和27年４月２日～昭和28年４月１日

•乳がん検診無料クーポン券配布対象者

生
年
月
日

昭和47年４月２日～昭和48年４月１日
昭和42年４月２日～昭和43年４月１日
昭和37年４月２日～昭和38年４月１日
昭和32年４月２日～昭和33年４月１日
昭和27年４月２日～昭和28年４月１日

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま
す

健康

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

が
ん
は
死
亡
原
因
の
第
１
位
で
、
死
亡
者
数
は
年
間
30
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
特

定
の
年
齢
に
達
し
た
人
に
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
の
検
診
手
帳
と
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
５
月
下
旬
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

　４月から、子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・
小児用肺炎球菌ワクチンが法定予防接種となり、無料で
接種できるようになりました。
■対象者
○ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン（生後２カ月～４歳）　
　髄膜炎、菌血症などの原因の１つであるヒブや肺炎球
菌の感染を予防します。
○子宮頸がん予防ワクチン
　（小学６年生～高校１年生相当の女子）
　子宮頸がんの原因であるヒトパピローマウイルスの感
染を予防する効果やがんに移行する前段階の病変の発生
を予防する効果があります。
※接種方法など詳細は、「平成25年度予防接種だより」
をご確認ください。
■問い合わせ
　健康・保険課　保健予防係
　☎（232）4912

■日程
　６月１日（土）～８月31日（土）
■場所　
　町内の指定医療機関
■対象者
　40歳以上（年度内に40歳となる人を含む）の国民健康
保険被保険者および後期高齢者医療被保険者、生活保護
受給者
■内容
　問診、身体測定、血圧、診察、血液検査、尿検査など
■申込方法
　３月中にすでに申し込んだ人には、５月下旬に案内通
知を郵送しています。まだ申し込んでいない人で、健診
を希望する人は、お問い合わせください。
■問い合わせ　　　　　　　
　健康・保険課　保健予防係
　☎（232）4912

３つのワクチンが
定期の予防接種になりました 医療機関で特定健診を実施します

　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
受
診
促
進
と
が
ん
の
早
期
発
見

お
よ
び
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
に
よ
り
、
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

※

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
利
用
で
き
る
検
診
に
つ
い
て
は
、「
検
診

手
帳
」
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

し
こ
う

し
こ
う

大腸がん無料検診のご案内

菊陽町健康増進計画では、
「70歳以上で20本以上の自分の歯を
有する人の増加」を目指しています。
平成23年の町の現状は55.2%でした。
　平成28年までに70%以上を

目指します。
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町が行ったアンケート結果では（平成23年度）
　
•ＢＭＩ判定（やせ）　　　　 20代の女性　　39.1％

•朝食を食べないことがある　　 中学生　　　15％

　　　　　　　　　      20～30代の男性　　　43％
　
　このような問題がみられ、生活習慣病の予防・改善
のため、健全な食生活を送ることが重要です。

「菊陽町健康増進計画」の目標
「１日３食バランスのとれた食生活を
実現しましょう」と定めています。

❶とれていますか？
　「食を通じたコミュニケーション」
❷していますか？
　「バランスのとれた食事」
❸つけていますか？
　「望ましい生活リズム」
❹もっていますか？
　「食を大切にする気持ち」
❺意識していますか ?
　「食の安全」

　
「
食
育
」
と
は
、
自
ら
の
健
康
を
自
ら

守
る
た
め
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
食
の
安

全
に
関
す
る
知
識
や
食
を
選
択
す
る
力
を

身
に
つ
け
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き

る
人
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　

現
代
の
食
生
活
は
、
栄
養
の
偏
り
、
不

規
則
な
食
事
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増

加
、
過
度
の
痩
せ
志
向
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
「
食
べ
る
こ
と
」
は
、
私
た
ち
が
生
き

て
い
く
上
で
の
基
本
で
あ
り
、
健
康
は

日
々
の
食
事
の
積
み
重
ね
に
あ
り
ま
す
。

　

食
育
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
康
的
に
成

長
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
健
全
な
食
生
活

を
継
続
し
て
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
を
維

持
し
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
に
、
大

変
重
要
な
も
の
で
す
。

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

健康

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

私
た
ち
が
一
生
に
食
べ
る
食
事
の
回
数
は
、
約
９
万
回
。
何
げ
な
く
食
べ
て
い
る
食

事
を
、
あ
ら
た
め
て
見
直
す
月
間
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　１日の野菜の摂取量目標は350グラムですが、なかな
か難しいです。
　簡単に野菜をおいしく食べて、体の中からきれいにな
りませんか。

■日時　７月19日(金）　午前10時～正午
■場所　中央公民館２階　視聴覚室・調理室
■内容　•身体測定（血圧・身長・体重）

•保健師、栄養士の話
•野菜を使った簡単な調理実習

■対象者　40歳以上の町民
■参加費　無料
■申込期間　６月３日（月）～６月28日（金）
■定員　先着 15人
■準備物　筆記用具・エプロン・三角巾　
■申し込み・問い合わせ　
　健康・保険課　保健予防係　☎（232）4912

■日時・場所
６月４日（火）
•午前９時30分～正午　菊陽町役場
•午後１時30分～午後４時　イオン菊陽店

■問い合わせ
　健康・保険課　保健予防係　☎（232）4912

健康教室
「からだにやさしい野菜セミナー」

参加者募集

400㎖の献血にご協力ください

　県保健所では、「ＨＩＶ検査普及週間」に合わせてＨ
ＩＶ検査を拡充して実施します。
　エイズは、ＨＩＶというウイルスに感染して起こる病
気です。感染から発病まで数年の潜伏期があり、感染し
ていても早期に発見し治療を始めることで、発病を予防
することができます。
　検査は採血だけですので、短時間で終了します。
※電話での事前予約が必要です。
■申し込み・問い合わせ　
　菊池保健所　☎0968（25）4138

６月１日～７日「ＨＩＶ検査普及週間」
無料・匿名でＨＩＶ検査が受けられます

期
日
前
投
票
立
会
人
と
は

　

選
挙
の
公
示（
告
示
）の
翌
日
か
ら
投
票

日
の
前
日
ま
で
行
わ
れ
る
期
日
前
投
票
で
、

投
票
事
務
が
公
正
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
な
ど
を
見
守
る
人
で
す
。

期
日
前
投
票
立
会
人
に
な
る
に
は

　

期
日
前
投
票
立
会
人
に
申
し
込
ん
だ
人

を
、
事
前
に
「
期
日
前
投
票
立
会
人
名
簿
」

に
登
録
し
ま
す
。
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
き

に
は
、
登
録
し
た
人
の
中
か
ら
、
従
事
可

能
な
日
を
調
整
し
て
、
期
日
前
投
票
立
会

人
を
お
願
い
し
ま
す
。

20
代
の
期
日
前
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

選挙

問 

菊
陽
町
選
挙
管
理
委
員
会　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
若
い
人
た
ち
に
選
挙
を
も
っ

と
身
近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
20
代
の
人
の
期
日
前
投
票
立
会
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

本
年
は
、
７
月
ご
ろ
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

明るい選挙キャラクター
選挙のめいすいくん

　「期日前投票立会人申込
書」を、菊陽町選挙管理委
員会へ郵送または持参して
ください。
　申込書は、総務課窓口で
受け取るか、町ホームペー
ジからダウンロードしてく
ださい。

菊陽町にお住まいの選挙権
を有する20代の人

午前 8時30分～午後 8時

日給11,700円（交通費込み）

菊陽町役場

資格要件

勤
務
条
件

資格要件・勤務条件 申込方法

平成24年度　菊陽町情報公開条例・個人情報保護条例の運用状況

　平成24年度中の条例に基づく開示請求は７件でした。
開示請求の内訳は、税務課１件・町民課１件・建設課１
件・都市計画課１件・学務課１件・中央公民館１件・総
務課１件です。
　なお、下表中「その他」は、請求者に直接説明するこ
とによって目的が達成されたものです。

開示請求件数

開示決定件数

不開示決定件数

その他

不服申立件数

運用状況（平成24年度中）

全部開示

一部開示

7

4

3

0

0

0

情報公開関係

　平成24年度中の条例に基づく開示請求は10件で、菊
陽町職員採用試験に関するものでした。
　なお、下表中「その他」は、請求者に直接説明するこ
とによって目的が達成されたものです。

開示請求件数

開示決定件数

不開示決定件数

その他

不服申立件数

運用状況（平成24年度中）

全部開示

一部開示

10

0

10

0

0

0

個人情報保護関係

時間

報酬など

場所

■問い合わせ　総務課　庶務法制係　☎（232）2111
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体育館使用申請の流れ

　６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。
　全国人権擁護委員連合会では、６月１日を「人権擁護
委員の日」と定め、この日を中心に皆さんと共に一層の
人権尊重思想の啓発に努めることを申し合わせています。
　私たちの町には、菊陽町長から推薦されて、法務大臣
が委嘱した人権擁護委員がいます。人権のことなら気軽
にご相談ください。

■人権擁護委員の紹介（敬称略）

■問い合わせ　人権教育・啓発課　☎（232）2113

　人権問題でお困りの人は気軽にご相談ください。相談は
人権擁護委員が応じます。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。

人権問題は人権擁護委員にご相談を
６月１日は「人権擁護委員の日」

無料人権相談所を開設します

「子ども人権110番」強化週間

■期日・場所
•６月４日（火）　武蔵ヶ丘コミュニティセンター
•９月５日（木）　中央公民館
•12月３日（火）　西部町民センター
■時間　午前10時～午後３時 
■問い合わせ　人権教育・啓発課　☎（232）2113

生涯
学習
９
月
か
ら
町
民
体
育
館
と
各
小
中
学
校
体
育
館

の
使
用
に
関
す
る
申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
す

問 

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

　

現
在
の
町
内
体
育
館
施
設
の
貸
出
方
法

は
、
事
前
に
使
用
申
請
書
を
提
出
し
、
同

時
に
使
用
料
金
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
そ

の
後
に
使
用
許
可
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
の
貸
出
方
法
で
は
、
体
育
館

の
コ
ー
ト
が
す
ぐ
に
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、

新
規
で
申
し
込
み
を
し
た
い
団
体
の
利
用

が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
少
し
で
も
公
平
な
利
用
を
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
左
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
図
の
と
お
り
申
請
方
法
を
変
更
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

関係団体を対象とした調整会議を開催（参加しない場
合は辞退とみなす。毎月第4木曜日の午後７時30分～）
※団体同士で調整をし、それでも決まらない場合は、抽
選を実施する

※抽選に漏れた団体は、空きがあれば違う曜日または別
の体育施設などへ移動してもらう

※抽選は抽選月の曜日ごととする

使用したい月の２カ月前（毎月１日～10日）までに、
中央公民館受付窓口に来館し、体育施設使用許可申請書を提出する
※学校施設利用（午後８時から午後10時までの利用を除く）は、
　学校長の許可も必要

申請書の整理（15日までに抽選該当団体へ文書と電話で連絡）

中央公民館受付窓口で、本申請と料金を支払う

既存施設内のコート数以内で
申請が収まった場合
（15日までに連絡がなかった団体）

既存施設内のコート数以上に
申請があった場合
（15日までに連絡があった団体）

■日時　６月24日（月）～６月30日（日）
　　　　平日：午前８時30分～午後７時
　　　　土日：午前10時～午後５時
■内容　いじめ、暴力、虐待、体罰など子どもをめぐるさ

まざまな人権問題
■相談方法　人権擁護委員・法務局職員が下記専用電話で

相談に応じます。秘密は厳守します。
■相談専用電話　☎0120（007）110
■問い合わせ
　熊本地方法務局　人権擁護課　☎（364）2192

氏名 電話番号 地区

上村　隆一 ☎(232)2731 　馬場楠
江藤由紀子 ☎(232)0527 　出分
片山　修一 ☎(232)7261 　下原
改世　順子 ☎(232)3551 　三里木
西田眞志子 ☎(338)9777 　武７町内
堀川　妙子 ☎(232)3580 　杉並台
米村　憲子 ☎(232)2903 　新町

対
象
者
に
は
、
６
月
上
旬
に
「
現
況

届
」
な
ど
を
送
付
し
ま
す

　

６
月
28
日（
金
）ま
で
に
福
祉
課
ま
た
は

武
蔵
ヶ
丘
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
）。

現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

○
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

　
（
児
童
の
健
康
保
険
証
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
で
受
給
者
の

住
所
が
菊
陽
町
以
外
の
場
合

「
平
成
25
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
」

○
受
給
者
の
配
偶
者
が
、
平
成
24
年
中
は

受
給
者
の
扶
養
に
入
っ
て
い
な
い
場
合

配
偶
者
の
「
平
成
25
年
度
児
童
手
当
用

所
得
証
明
書
」

○
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合

「
監
護
・
生
計
同
一
申
立
書
」

「
児
童
を
含
む
世
帯
全
員
分
の
住
民
票

謄
本（
筆
頭
者
・
本
籍
・
続
柄
記
載
の

も
の
）」
た
だ
し
、
児
童
の
住
所
が
菊

陽
町
の
場
合
は
、
住
民
票
謄
本
は
不
要

で
す
。

○
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類

（
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
と
き
は

　

平
成
25
年
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　

10
月
支
払
予
定
の
児
童
手
当
が
差
し
止

め
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

所
得
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

平
成
24
年
中
の
所
得
の
申
告
が
終
わ
っ

て
い
な
い
人
は
、
早
急
に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

現
況
届
に
は
時
効
が
あ
り
ま
す

　

現
況
届
と
添
付
書
類
を
２
年
間
提
出
し

な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
時
効
と
な
り
、
そ

の
年
度
の
児
童
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
だ
提
出
し
て
い

な
い
人
は
、
早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
は
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
「
現
況
届
」

の
提
出
月
で
す

子育て

問 

福
祉
課　

子
育
て
支
援
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

平
成
25
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
児
童
手
当
・
特
例
給
付
」
を
受
け
て
い
る
人
は
、

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今年は総勢403人の新体制が発足し、新団長に大野慶一郎さんが就任、副団長に有村英敏さん
が再任されました。第１分団から第５分団の分団長と副分団長は次のとおりです（敬称略）。

地域を守る消防団　菊陽町消防団員を紹介します

人を守る！　地域を守る！　みんなの笑顔のために！
あなたも消防団員として活躍しませんか。入団を希望する人や消防団に興味がある人はお問い合わせください。

団　長
大野　慶一郎

副団長
有村　英敏

分団長
福間　博信

副分団長
上村　貴彦

第１分団

分団長
島川　貴文

副分団長
阪本　春樹

第２分団

分団長
大久保　学

副分団長
那須　啄弥

第４分団

分団長
東矢　浩伸

副分団長
白石　和彦

第３分団

分団長
齊藤　大典

副分団長
髙木　伸介

第５分団

■問い合わせ　総務課　交通防災係　☎（232）2111
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会
員
に
な
る
に
は

❶
町
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上
の
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

❷
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
で
あ

る
生
き
が
い
や
健
康
の
増
進
な
ど
に
賛

同
し
た
人

❸
入
会
説
明
を
受
け
、
入
会
申
込
書
を
提

出
し
た
人

❹
年
会
費
２
０
０
０
円
を
納
め
た
人

主
な
仕
事
内
容

○
剪
定
、
除
草
、
草
刈
り（
払
込
機
を
使

用
し
ま
す
）

○
農
作
業

○
清
掃
作
業
な
ど

※

高
所
作
業
や
建
設
機
械
の
操
作
な
ど
の

危
険
・
有
害
な
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

作
業
機
械（
刈
払
機
ほ
か
）の
講
習
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
を
募
集
し
ま
す

募集

問  

菊
陽
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎（
２
３
２
）６
２
７
６

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
係　
　
　

☎（
２
３
２
）２
３
６
６

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
に
、

体
力
や
能
力
・
希
望
に
応
じ
て
臨
時
的
か
つ
短
期
的
に
就
業
す
る
会
員
を
募
集
し
ま

す
。

国
保
税
の
納
税
通
知
書（
納
付
書
）に

つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
し
て
い

る
人
ご
と
に
算
定
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
合

計
が
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
制
度
上
、

世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
、

世
帯
の
中
に
国
保
加
入
者
が
い
れ
ば
国
保

税
は
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
世
帯
の
中
で
社
会
保
険
に
加

入
・
脱
退
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、
国
保

税
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
加
入
・
脱
退
か

ら
14
日
以
内
に
健
康
・
保
険
課
ま
た
は
武

蔵
ヶ
丘
支
所
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

所
得
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
は
前
年
の

所
得
を
も
と
に
計
算
さ
れ
ま
す
。
所
得
の

申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
税
額
の
軽
減
判
定
や

高
額
療
養
費
支
給
額
の
判
定
な
ど
が
行
え

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※

平
成
24
年
中
の
収
入
が
遺
族
年
金
や
障

害
年
金
ま
た
は
雇
用
保
険
の
給
付
金
な

ど
の
非
課
税
所
得
だ
け
や
、
無
収
入
で

　

あ
っ
た
場
合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

町
県
民
税
の
納
税
通
知
書（
納
付
書
）

に
つ
い
て

　

町
県
民
税
は
、
平
成
25
年
１
月
１
日
現

在
、
本
町
に
住
所
を
有
す
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
１
月
２
日
以

降
に
本
町
に
転
入
し
た
人
は
、
平
成
25
年

１
月
１
日
に
住
ん
で
い
た
市
区
町
村
か
ら

町
県
民
税
の
納
付
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

な
お
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
で
、

町
県
民
税
が
会
社
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

る
人
は
、
会
社
か
ら
通
知
書
が
渡
さ
れ
ま

す
。

所
得
証
明
書
・
課
税
証
明
書
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度（
平
成
24
年
中
の
所
得
）の

所
得
証
明
書
・
課
税
証
明
書
な
ど
各
種
証

明
書
は
６
月
か
ら
発
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
に
本

町
に
転
入
し
た
人
の
平
成
25
年
度
の
各
種

証
明
書
の
発
行
は
、
平
成
25
年
１
月
１
日

現
在
に
住
ん
で
い
た
市
区
町
村
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

税

問 

税
務
課　

住
民
税
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
１

平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）と
町
県
民
税
の
納
税
通
知
書（
納
付
書
）

を
対
象
者
へ
６
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
納
付
書
が
届
き
ま
し
た
ら
納
期
限
内
に

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日時　　６月12日（水）　少雨決行（雨天時６月13日）
　　　　　午前９時～午後３時
■場所　　菊陽カントリーエレベーター
■回収物・料金
❶廃ビニール　　　　　　　　　　　　　　無料
❷廃ポリフィルム・肥料袋・灌水チューブ 約16円／㎏
❸その他　　　　　　　　　　　　　　　  約51円／㎏
■注意事項　
•料金は後日、口座振替されます。
•こん包の悪いものは受け入れができません。
•料金が異なるため種類により別々に計量します。
•劣化フィルム（再生不可能）は、埋立処理となり別料金
が必要です。
•同じ種類のものでひとまとめにしてください。
•荷物を降ろすときは各自でお願いします。
■問い合わせ
　農政課　☎（232）4916
　ＪＡ菊池菊陽中央支所　営農生活課　☎（232）2213

農家の皆さんへ（一般の人の回収はできません）
農業用廃プラスチック類を回収します

　町は、日常生活で重度の要介護状態にある高齢者を在
宅で常時介護している家族の精神的、経済的負担を軽減す
るため、「介護用品購入費助成事業」を実施しています。
　まだ申請をしていない人は、お問い合わせください。
介護用品購入費助成事業
■対象要件
　介護保険要介護認定で、要介護３ ･４ ･５と認定され、
紙オムツなどの助成対象用品が必要と認められる人。
　ただし、入院中やひと月のショートステイの利用が
20日以上あるなど、助成対象外となる場合があります。
■助成対象用品
　紙オムツ、尿取りパット、使い捨て手袋、ドライシャ
ンプー、清拭剤
■助成額　月額6,250円（限度）
　助成は受給資格認定申請をした日の属する月の翌月か
ら支給対象となります。
■支給対象者　在宅で介護している家族に限ります。
■問い合わせ　
　介護保険課　介護保険係　☎（232）2508

在宅で介護している家族へ
介護用品などの購入費を助成します

■制度の概要
　介護保険は、サービスを利用する場合、費用の１割を自己負
担するようになっています。この制度を利用することで、介護
保険サービスを利用する際の自己負担額から４分の１（老齢年
金受給者の場合は２分の１）が軽減されます。

■軽減対象者の要件
　町民税非課税世帯であって、次の全てを満たす人のうち、収
入や世帯状況、利用者負担などを総合的に配慮し、生計が困難
と町が認めた人。
•年間収入が単身世帯で150万円以下
•預貯金などが単身世帯で350万円以下
•日常生活に供する資産以外に活用できる資産がない（預金通
帳などの写しが必要）
•負担能力のある親族などに扶養されていない
•介護保険料を滞納していない

■問い合わせ
　介護保険課　介護保険係　☎（232）2508

社会福祉法人等による生計困難者に対する
介護保険サービスに係る利用者負担軽減制度　町は、熊本日日新聞社と共催で「金婚夫婦表彰

式典」を毎年９月上旬に開催し、結婚50周年を
迎えるご夫婦のお祝いをしています。
　式典に参加を希望するご夫婦は、お申し込みく
ださい。式典の日程などは、後日ご連絡します。

■今回の該当者
　昭和38年（１月１日～12月31日）にご結婚され
たご夫婦（ただし、結婚50周年を過ぎたご夫婦で、
金婚夫婦表彰式典に参加していないご夫婦も該当
します）
■申込方法
❶住んでいる地区の回覧で申し込む
　（区・自治会長に提出）
　申込期限：７月９日（火）
❷介護保険課に申し込む
　申込期限：７月17日（水）
■問い合わせ　
　介護保険課　介護予防係　☎（232）2366

結婚50周年 金婚夫婦を募集します

せ
ん
て
い

シルバー人材センターとは　
　原則60歳以上の高年齢退職者などが知識と経
験を生かし、地域社会に積極的に提供すること
を目的に設立された公益法人です。収益を目的
にしている法人ではありません。
　会員は臨時的かつ短期的な就業または軽易な
業務を請負または委任契約により有償で引き受
けています。請負や委任になじまない仕事はシ
ルバー派遣も利用できます。

▲清掃作業をするシルバー人材センターの会員
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菊陽町男女共同参画
社会推進懇話会委員

阪本　英晴さん

　

私
は
懇
話
会
委
員
に
な
っ
て
２
年
目
で
、

委
員
と
し
て
は
初
任
者
同
然
で
す
。
一
昨

年
「
菊
陽
町
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」

記
念
式
典
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
鼻

ぐ
り
井
手
築
造
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
創
作

劇
や
講
師
の
実
体
験
を
基
に
し
た
講
演
は

素
晴
ら
し
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
と
同

時
に
、
自
分
の
認
識
の
な
さ
も
反
省
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
熊
本
で
は
江
戸
時
代
か
ら

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
取
り
組
み
が

あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
は
長
い
歴
史
が

あ
っ
た
こ
と
の
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
「
仕
事
と
子
育
て　

女
の
サ

バ
イ
バ
ル
」
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
て
27

年
が
過
ぎ
て
も
出
産
を
機
に
会
社
を
辞
め

る
女
性
が
６
割
い
る
。
女
性
の
社
会
進
出

が
進
ま
な
い
背
景
に
あ
る
の
は
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
唱
え
な
が
ら
、
長

時
間
労
働
が
当
た
り
前
の
会
社
。
マ
マ
さ

ん
社
員
が
定
時
に
帰
宅
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
り
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
懸
命
に

働
い
て
も
評
価
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
女

性
が
働
く
こ
と
に
対
し
て
依
然
と
し
て
理

解
が
な
い
夫
や
親
、
時
に
は
職
場
の
同
僚

ま
で
も
が
敵
に
回
っ
て
し
ま
う
な
ど
多
面

的
に
編
集
し
て
あ
り
、
本
質
に
迫
る
内
容

構
成
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
男
女
共
同
参

画
社
会
が
実
現
す
れ
ば
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
４
％

ア
ッ
プ
す
る
そ
う
で
す
。
日
本
社
会
の
活

性
化
と
も
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

女
性
を
大
切
に
す
る
企
業
は
生
き
残
り
、

女
性
の
目
線
を
採
り
入
れ
た
企
業
は
業
績

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
女
性
の
活
躍
を
阻

む
者
は
男
性
、
ま
た
女
性
自
身
で
あ
る
と

も
言
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
委
員
に
な
っ
て
思
う
こ
と
は
私
自

身
単
身
赴
任
の
時
、
家
事
は
自
分
で
全
て

行
っ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
ら

家
事
を
ほ
と
ん
ど
し
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
大
い
に
反
省
し
て
い
ま
す
。
思
い

立
っ
た
が
吉
日
、
掃
除
や
草
取
り
、
水
掛

け
な
ど
小
さ
な
一
歩
か
ら
始
め
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

支
え
合
い　

と
も
に
歩
む　

幸
せ
の
み
ち

問 

総
務
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

男女

共同

　男女が共に暮らしやすい豊かな地域社会づくりに向け、
あなたも地域で活躍してみませんか。
　地域リーダーを育成するため、研修生を募集します。
■募集対象　県内在住の20歳以上65歳未満で、全研修

課程に意欲を持って参加できる人
■研修時期　❶事前研修　９月27日（金）
　　　　　　❷国内派遣研修（埼玉県・東京都）
　　　　　　　10月24日（木）～27日（日）（予定）
　　　　　　　（３泊４日）
　　　　　　❸事後研修　平成26年１月
■募集人員　１人 
■募集締切　６月27日（木）
■参加費用　研修に要する費用は県と町が負担します。

※一部個人負担があります。
■応募方法　総務課男女共同参画推進係（三里木町民セ

ンター）にある参加申込書に記入してくだ
さい。また申込書は、町ホームページから
ダウンロードできます。

■発　　表　選考後、７月中に通知します。
■問い合わせ
　総務課　男女共同参画推進係（三里木町民センター）　 
　☎（232）5536

　国は、「男女共同参画社会基本法」の施行日である平成
11年６月23日を踏まえ、毎年６月23日から29日までの
１週間を「男女共同参画週間」と定めています。今年度の
キャッチフレーズは「紅一点じゃ、足りない。」です。
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それ
ぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実
現するためには、国や県、町だけでなく、町民の皆さん一
人一人の取り組みも必要です。
　町民の皆さんにその取り組みの輪を広げてもらうため、
男性と女性が、それぞれに自立した一人の人間として、互
いの個性を認め合い、「男だから」「女だから」という固定
的な考え方にとらわれず、お互いに社会のパートナーとし
て認め合う意識を持ち、「男女共同参画社会」の実現に向
けて、私たち一人一人が歩みを進めていきましょう。

■問い合わせ
　総務課　男女共同参画推進係（三里木町民センター）
　☎（232）5536

男女共同参画社会づくり
地域リーダー研修生募集

６月23日～29日は「男女共同参画週間」
～ 紅一点じゃ、足りない。～

　

町
で
は
、
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す

る
た
め
に
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

適
法
に
建
築
に
着
工
さ
れ
た
戸
建
て
木
造

住
宅
と
緊
急
輸
送
道
路(※

)
沿
道
の
建
築

物
に
対
し
て
、
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改

修（
戸
建
て
木
造
住
宅
の
み
）に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
補
助（
予
算
枠
の
範
囲
内
）し

て
い
ま
す
。

※

緊
急
輸
送
道
路
と
は
、
地
震
発
生
時
に

緊
急
車
両
な
ど
の
通
行
や
避
難
場
所
な

ど
へ
の
物
資
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め

に
、
県
や
町
が
指
定
し
た
路
線
の
こ
と
。

■
募
集
期
間

　

６
月
３
日（
月
）〜
９
月
30
日（
月
）

都市
計画

　町は、「菊陽町あき地に繁茂した雑草等の除去に関す
る条例」により、生活環境の保全と安全安心のまちづく
りを進めています。
　これからの季節は雑草などの生育が盛んになり、町に
は多くの相談が寄せられます。
　雑草などの繁茂の一般的な弊害は、

▲

枝葉などの隣接
地への越境

▲

害虫の発生

▲

ごみの不法投棄の誘発

▲

花粉
アレルギー

▲

道路の見通し遮へいによる交通事故の誘発

▲

周辺農地などへの種子の飛散

▲

防犯や美観上の問題 

▲

冬期には枯れ草火災も心配されます。
　所有者の人は適切なご対応と管理をお願いします。

■問い合わせ　環境生活課　環境係　☎（232）2114

　平成20年度から運用が開始されている「集落内開発制
度」について、町では50戸以上が連たんする既存集落の
18カ所が区域に指定されており、指定された区域内では
次のものが建築できます。

■条例指定区域内で建築できるもの
❶住宅（共同住宅、寄宿舎および下宿を除く）
　［１区画の敷地面積は、200㎡以上500㎡以下］
❷店舗面積500㎡以内の日用品販売店舗
［敷地面積は、2,500㎡以内］
❸店舗併用住宅（❶、❷の併用住宅）
［敷地面積は、2,500㎡以内］
※店舗面積の算定方法は、大店立地法に準拠する。

　この制度によって指定された菊陽町の区域は、都市計画
課で閲覧することができます。区域内の土地利用をお考え
の人は、都市計画課までご相談ください。

■問い合わせ　都市計画課　都市計画係　☎（232）4927

空き地の雑草は除去しましょう 「集落内開発制度」の区域が
指定されています

▲雑草などが生い茂った空き地

耐
震
診
断（
精
密
診
断
）・

改
修
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

問 

都
市
計
画
課　

都
市
計
画
係　

☎（
２
３
２
）４
９
２
７

８万６千円

20万円

60万円

戸建て木造住宅

補助対象経費の
３分の２以内

•昭和56年５月31日以前に着工
•在来軸組構法で建築
•地上階数２以下で、現に居住

戸建て木造住宅
補助対象経費の
２分の１以内

緊急輸送道路
沿道建築物

補助率対象建築物 補助額（上限）

耐震
診断

耐震
改修

•昭和56年５月31日以前に着工
•建築物の耐震改修の促進に関する法律第６
条第３号に該当する建築物（緊急輸送道路沿
道の建築物で概ね６ｍの高さを超えるもの）

•昭和56年５月31日以前に着工
•在来軸組構法で建築
•地上階数２以下で、現に居住
•耐震診断の結果、上部構造評点が1.0未満 
（倒壊する可能性がある又は、倒壊する可
能性が高い）と評価されたもの

▲木造住宅



MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2013.6 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2013.617 16

こんなときは、届け出が必要です国民
年金

問 町民課　年金係　　☎（232）4914
問 熊本西年金事務所　☎（355）3261

就職や転職、結婚、退職などにより国民年金の加入の仕方が変わります。届け出の内容により、
届け出先が異なりますのでご注意ください。届け出に必要な添付書類については、届け出先に
お尋ねください。

こんなとき どうする 届け出先

20歳になったとき

会社を退職したとき
 

結婚や退職等で配偶者（第２号被保険
者）の扶養になったとき

配偶者（第２号被保険者）の扶養からは
ずれたとき

配偶者（第２号被保険者）が会社を変
わったとき

年金手帳をなくしたとき

口座振替を開始・停止・変更するとき

納付書を紛失したとき

保険料を納めるのが困難なとき

30歳未満で保険料を納めるのが困難
なとき

学生で保険料を納めるのが困難なとき

65歳になったとき

障がいになったとき

加入中に死亡したとき

定額以上の保険料を納めたいとき

受給資格期間（原則として25年）を満
たしていない、満額に近づけたい、海
外に在住しているとき

厚生年金・共済組合加入者以外は国民
年金に加入の手続きをする

国民年金に加入の手続きをする
（被扶養配偶者も同様の手続き）

第３号被保険者への種別変更の手続き
をする

第３号被保険者から第１号被保険者へ
の種別変更の手続きをする

引き続き第３号被保険者となる手続き
をする

再交付の手続きをする

口座振替納付（変更）申出書を提出する

納付書の再発行を申し出る

保険料免除の申請をする

若年者納付猶予の申請をする

学生納付特例の申請をする

老齢基礎年金の受給手続きをする

障害基礎年金の受給手続きをする

国民年金加入中→遺族基礎年金・寡婦
年金・死亡一時金の請求

付加保険料の手続きをする

国民年金基金に加入する

任意加入の手続きをする

第１号被保険者→市区町村

第３号被保険者→配偶者の勤務先

市区町村

配偶者の勤務先

市区町村

配偶者の新しい勤務先

第１号被保険者→市区町村

第３号被保険者→配偶者の勤務先

銀行・郵便局など取扱金融機関・年金事務
所・市区町村

年金事務所・市区町村

市区町村

市区町村

市区町村

第１号被保険者期間のみ→市区町

第３号被保険者期間を含む→年金事務所

初診日に第１号被保険者→市区町村

初診日に第３号被保険者→年金事務所

20歳前に障がいになった場合→市区町村

市区町村

市区町村

国民年金基金　☎0120（65）4192

年金事務所

市区町村

＊第１号被保険者　自営業、農林漁業、アルバイト、無職の人、学生などで20歳以上60歳未満の人
＊第２号被保険者　厚生年金・共済組合に加入している会社員・公務員などで原則65歳未満の人
＊第３号被保険者　第２号被保険者に扶養されている20歳以上60歳未満の配偶者

■価格
❶「酔紅」１本（720ml 25度）
　　　　　　　　　　　1,000本限定　1,200円（税込）
　　　　　　　　　　　※化粧箱付き　1,300円（税込）

❷「酔紅」２本セット（化粧箱付き）
　＋オリジナルグラス１個付き　　　　3,000円（税込）

❸三岳と酔紅の２本セット
　＋オリジナルグラス２個付き
　　　　　　　　　　960セット限定　3,000円（税込）

※三岳（900ml 25度）のみの販売はしておりません。

　今年も昨年と引き続き、町と姉妹
盟約都市である鹿児島県屋久島町の
焼酎「三岳（みたけ）」とのセット販
売を行います。
　さらに今年は、にんじん焼酎「酔
紅」に付いている応募券で応募する
と、抽選で40人に菊陽町の特産品
セット（約3,000円相当）をプレゼン
トするキャンペーンも実施します。
　なお、平成25年度は６月９日（日）
からの販売を予定しています。

平成22年４月から本格的に販売を開始したにんじん焼酎「酔紅」は、菊陽町の特産である
甘いにんじんを使用したフルーティーな焼酎です。

菊陽町特産焼酎「酔紅」６月から限定発売酔紅

問 菊陽町商工会にんじん焼酎部会　☎（232）8690

よいべに

販売店 地区 電話番号
花立
武蔵ヶ丘
武蔵ヶ丘
三里木
新町
原水
馬場
久保田
入道水
南方
三里木
光の森

☎（339）7791
☎（338）7222
☎（338）0600
☎（232）3138
☎（232）2670
☎（232）8690
☎（232）4127
☎（232）2510
☎（232）9110
☎（232）9345

―
酔紅のみの販売

はなや酒米店
（有）いしい酒店
西田商店
（有）たわらや酒店
坂本商店
（有）さんふれあ
合志酒店
藤本酒店
古荘酒店
サザンクロス
イオン九州（株）イオン菊陽店
ゆめタウン光の森

■にんじん焼酎「酔紅」の事前注文・販売店

電話での
予約販売可

店頭予約・
販売のみ

　町は、５月１日（水）から10月31日（木）までの期間、
地球温暖化と夏場の電力不足へ対応するため、｢クール
ビズ｣ を実施しています。冷房の温度を28℃に設定し、
執務中は上着やネクタイの着用をなるべくしないエコス

「クールビズ実施中」ご理解とご協力をお願いします

タイルを推奨しています。また、必要に応じて照明の消
灯なども行っています。
　町民の皆さんには、この取り組みにご理解いただくと
ともに、｢節電｣へのご協力をお願いします。

問 総務課・財政課　☎（232）2111



20回の「さんさんコンサート」に感謝
文化の香り高いまちづくり実行委員会が表敬訪問

婦人会相互の連携と協調を図る
菊陽町地域婦人会総会

　菊陽町地域婦人会総会（岩根祐美子会長）が４月13
日、中央公民館で開催されました。これは、町内支部
婦人会相互の連携と協調を図ることを目的としたもの
です。
　平成25年度の努力目標として男女共同参画社会の
実現を目指し、こころ豊かな人づくり、地域づくりに
重点を置き、唱和を行いました。その後、外村信子さ
んによる歌と講話があり、親の介護の体験談や歌を通
しての人との出会いの大切さなどを話されました。

　平成10年の発足から14年間にわたり、町民の文化
振興を目的に、夏祭りや図書館ホールで20回のさん
さんコンサートを主催してきた「菊陽町文化の香り高
いまちづくり実行委員会」が、活動に一区切りつける
ことを決定され、４月26日に後藤町長を表敬訪問し
報告を行いました。
　町長はこれまでの活動に敬意を表して感謝状を贈呈
し、「これからも委員会の理念を受け継ぎ町民の文化
振興を図っていきたい」と述べました。

▲菊陽町地域婦人会の皆さん▲有名な歌手やバンドを招いた委員会に感謝状を贈呈

▲主催者から募金が手渡されました

県内外から過去最多の参加
第６回はなぐりカップサッカー大会

　第６回はなぐりカップサッカー大会が４月28・29
日の２日間にわたって行われ、過去最多となる139
チームが熱戦を繰り広げました。
　会場では、町の史跡である「鼻ぐり井手」の紹介と
ともに、整備費用のための募金が行われました。
　寄せられた「はなぐり募金」は５月13日、主催者
であるはなぐりカップサッカー大会実行委員会委員長
の相馬信一さんから、鼻ぐり井手祭実行委員会会長の
矢野誠也さんに渡されました。

全国にきらりと光る環境保全の町へ
菊陽町地域環境協議会発足会

　菊陽町地域環境協議会の発足会が５月１日、中央公
民館で行われました。これは、人とみどりにやさしい
町づくりを目指して、グリーン（ゴーヤ）カーテンの普
及や啓発を行い、二酸化炭素の削減を図り、地球温暖
化防止に努めることを目的とした新たな環境保全の推
進組織です。
　構成メンバーは、町老人クラブ連合会や町地域婦人
会、町社会福祉協議会、夢街光の森会、グリーン（ゴー
ヤ）カーテン菊陽の皆さんです。

▲地球温暖化防止を目的として発足した地域環境協議会

住民説明会を開催します
問 総合政策課　総合政策係　☎（232）2112

町が光の森２丁目に建設を計画している複合施設の実施設計がまとまりましたので、
計画の概要や設計の詳細について説明会を開催します。

■日時　６月25日（火）　午後７時から
■場所　武蔵ヶ丘コミュニティセンター
　　　　研修室
■これまでの経緯と今後の予定
　本施設は、平成23年度に発足した建設検
討委員会で、計７回の会議を開催し、地域
または各団体の代表者からいただいた意見
を基本設計に反映させ、平成24年度には施
設の具体的な設計内容を盛り込んだ実施設
計を作成しました。
　今後は、この実施設計に基づき、平成25
年度中に着工し、約１年の工事期間を経て、
平成26年度中の利用開始を目指して業務を
進めていきます。

▲（仮称）菊陽町光の森複合施設の完成イメージ

鼻ぐり井手公園拡張整備

町が曲手地区に計画している鼻ぐり井手公園拡張整備について、計画の概要や今後
の予定に関する説明会を開催します。

■日時　７月12日（金）　午後７時から
■場所　南部町民センター　多目的ホール
■これまでの経緯と今後の予定
　本公園整備は、南小校区の活性化を目的
として、平成23年度に地域の代表者などか
らなる検討委員会を設置し、計５回の会議
の中で整備内容について意見をいただきま
した。現在、その意見を基に実施設計を作
成しています。
　整備計画では、平成25年度に着工、平成
26年度に一部利用を開始、平成27年度に
完成を目指しています。施設の管理方法や
施設を活用した地域活性化への取り組みに
ついては、今後、地域住民の皆さんと一緒
に考えていきます。 ▲鼻ぐり井手公園拡張整備後のイメージ

（仮称）菊陽町光の森複合施設
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富士フイルム九州構内の満開の桜が題材
「スケッチ大会 /フォトコンテスト」入選者表彰式

▲長蛇の列ができていた「ぜんざいの振る舞いコーナー」

旬の農産物で大盛況
さんふれあ春の収穫感謝祭

　さん彩出荷協議会主催の「さんふれあ春の収穫感謝
祭」が５月19日、菊陽町総合交流ターミナルさんふ
れあで開催されました。町特産のにんじんの詰め放題
コーナーやメロン・スイカ・とうもろこしの試食会、
たまごのつかみ取り、抽選会などがありました。会場
内は大勢の来場者でにぎわい、「試食コーナーの野菜
やぜんざいは、甘くておいしい」と大変好評でした。
　この感謝祭は年２回開催され、11月には「秋の収
穫感謝祭」が開かれる予定です。

優勝目指して一致団結
中学校体育大会

　菊陽中学校（宮川伊十校長）と武蔵ヶ丘中学校（岩下
昭彦校長）の体育大会が５月19日、それぞれの学校で
行われました。
　各学校では短距離走やリレー、ダンス、綱引きや技
巧走などの競技や演技が熱く繰り広げられました。生
徒たちは練習の成果を精いっぱい発揮し、一致団結し
て各種目に挑んでいました。
　小雨の降る中、生徒たちの頑張る姿に各団の応援団
や保護者などからは温かく大きな声援が送られました。

▲力と力がぶつかり合い、綱引きをする生徒たち

　第５回富士フイルム九州感謝Day！さくら祭りの会
場で募った「スケッチ大会 /フォトコンテスト」の入
選者表彰式が５月18日、菊陽町総合交流ターミナル
さんふれあで行われました。　　
　表彰式には保護者を含め31人が参加。布留川朗さ
ん（富士フイルム九州㈱取締役総務部長）のあいさつの
後、寄せられたスケッチ179点、フォト26点の中か
ら選ばれた特選作品と入選作品の19点が発表され、
受賞者に表彰状と記念品が授与されました。

▲和やかで笑顔の絶えない暖かい表彰式でした

今年の夏は涼しく過ごそう
緑のカーテン講座

友との絆で勝ち得た嬉しさ
第48回菊陽町会長杯争奪ミニバレーボール大会
　設立25周年を迎えた菊陽町ミニバレー協会（村上緑
会長）主催の第48回菊陽町会長杯争奪ミニバレーボー
ル大会が５月12日に開催されました。大会には35
チームが参加。選手たちは、スポーツの楽しさや友と
の絆を感じながら楽しく汗を流しました。優勝チーム
は次のとおりです。
女子【60歳以上】カレンズ【50歳代】グリンピース
　　【40歳代】曲手【39歳以下】シュガリーノ
男子【50歳以上】コロッケ【49歳以下】TKLベアーズ

▲優勝した「カレンズ」の選手たち

　町主催の緑のカーテン講座が５月８日～５月10日
の３日間にかけて町民センター６カ所で行われました。
この講座には計149人が参加し、参加者にはゴーヤの
苗と肥料が配られました。
　グリーン（ゴーヤ）カーテン菊陽の紫藤英二代表は
「私たち一般住民は全体の電気使用量の４分の１を
使っており、住民が節電に取り組む重要性が増してい
ます。皆さんがグリーンカーテンで涼しさを味わい、
その効果として節電ができたら｣と話されました。

▲笑いありの講座で楽しく学べました

絶対に火遊びはしません
幼年消防クラブ結成式

　幼年消防クラブ結成式が５月10日、白菊保育園で
行われました。ハッピ姿のクラブ員（年長18人）が担
任の先生から指名点呼で名前を呼ばれると大きな声で
返事をしていました。
　消防署職員から「おうちの人や先生との約束を守っ
て火遊びをしないようにしましょう。みんなで火の用
心を呼び掛けましょう」とあいさつがありました。
　その後、クラブ員全員で声を合わせて「私たち菊陽
町幼年消防クラブ員は次のとおり誓います。ひとつ、
私たちは絶対に火遊びはしません。ひとつ、お父さん、
お母さん、先生方の教えを守ります。ひとつ、私たち
は礼儀正しく素直な子どもになります。私たちは守り
ます。火の用心。平成25年５月10日」と「防火の誓
い」を元気いっぱい力強く宣誓しました。
　式の後、防火に関する映画を真剣に見ていた子ども
たちは火事の恐ろしさを感じ、さらに防火意識を高め
ていました。

▲式の後映画を見て防火意識を高めました

▲防火の誓いをする園児

町民の安心・安全な暮らしを守る
住まいのことならおまかせ隊「危険箇所看板設置事業」
　菊陽町商工会指定「住まいのことならおまかせ隊」
が５月10日、各小中学校の希望する場所に危険箇所
の看板設置を行いました。
　これは、菊陽町商工会加盟の地元業者らが悪徳業者
から地域住民を守るため平成23年４月に結成した「住
まいのことならおまかせ隊」の社会貢献活動です。
　後藤一喜隊長は「地域住民のため今後もこのような
活動を増やし安心安全な暮らしを守っていきたい」と
力強く述べました。

▲「子ども飛び出し注意」の看板が設置された菊陽西小学校

ま ち のわだい
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す
。
予

約
は
不
要
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

６
月
15
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
相
談
方
法

❶
面
接　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

❷
電
話　

☎（
３
６
４
）０
８
０
０

▼
問
い
合
わ
せ

　

松
江
司
法
書
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
６
３
）６
５
５
５

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や

カ
ー
ド
の
使
い
過
ぎ
に
よ
り
返
済
に
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
人
、
生
活
保
護
に
関
す
る
悩
み

を
持
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
５
日（
金
）午
後
４
時
〜
７
月

６
日（
土
）午
後
４
時（
夜
間
含
む
）

▼
相
談
方
法

❶
面
接　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

❷
電
話　

☎（
３
６
４
）０
８
０
０

▼
問
い
合
わ
せ

　

司
法
書
士
：
松
永

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
５
７
）９
３
０
０

　

ワ
ー
ド
機
能
を
使
い
、
絵
や
表
を
組
み
入

れ
た
文
書
作
り
や
暑
中
見
舞
状
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
19
日（
金
）〜
８
月
９
日（
金
）

月
・
水
・
金
曜
日（
全
10
回
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

▼
場
所　

菊
陽
南
小
学
校　

パ
ソ
コ
ン
教
室

　
　
　
　

子
ど
も　

１
，
２
０
０
円

▼
申
込
期
限　

７
月
12
日（
金
）

▼
定
員　

18
組（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
６

　

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎

か
ら
文
書
の
作
成
な
ど
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

６
月
24
日（
月
）　

午
後
７
時
30
分

〜
午
後
９
時
30
分（
全
10
回
）

▼
場
所　

中
央
公
民
館

▼
講
師　

内
平　

敬
子
さ
ん

▼
費
用　

受
講
料　

２
，
０
０
０
円

※
教
材
費
な
ど
は
実
費
負
担
。

▼
定
員　

15
人（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
６

　

中
国
に
約
１
，
０
０
０
種
類
あ
る
気
功
の

中
で
、
唯
一
国
に
認
め
ら
れ
推
薦
さ
れ
て
い

る
気
功
で
す
。
慢
性
疾
患
の
予
防
と
治
療
に

著
し
い
効
果
が
現
れ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
簡
単
な
動
き
の
運
動
で
健
康
な
体

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日（
全
20
回
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

中
央
公
民
館

▼
講
師　

中
尾　

晶
さ
ん

▼
費
用　

受
講
料　

４
，
０
０
０
円

※
教
材
費
な
ど
は
実
費
負
担
。

▼
定
員　

15
人（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
６

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
の
概
要
や
、
平
成

24
年
度
予
算
の
補
正
状
況
・
執
行
状
況
な
ど
、

町
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

▼
公
表
日　

６
月
１
日（
土
）

▼
閲
覧
箇
所　

財
政
課
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課　

財
政
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

▼
日
時　

９
月
３
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

東
海
大
学　

熊
本
校
舎

▼
試
験
科
目　

食
文
化
概
論
、
衛
生
法
規
、

公
衆
衛
生
学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品

衛
生
学
、
調
理
理
論

▼
費
用　

受
験
手
数
料　

６
，
２
０
０
円

▼
受
付
期
間　

６
月
17
日（
月
）〜
６
月
21
日

（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

▼
願
書
提
出
先　

菊
池
保
健
所

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
３
）２
２
５
２

　

患
者
同
士
の
触
れ
合
い
や
医
師
の
治
療
情

報
の
提
供
で
悩
み
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

❶
６
月
25
日（
火
）　

午
後
１
時
30
分
〜

❷
６
月
27
日（
木
）　

午
後
１
時
30
分
〜

❸
７
月
２
日（
火
）　

午
後
２
時
〜

❹
７
月
４
日（
木
）　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所（
日
程
に
よ
っ
て
会
場
が
異
な
り
ま
す
）

❶
天
草
地
域
検
診
セ
ン
タ
ー

❷
熊
本
県
有
明
保
健
所

❸
熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院

❹
熊
本
県
八
代
地
域
振
興
局

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
３
）２
７
８
３

▼
日
時　

８
月
18
日（
日
）

▼
場
所　

崇
城
大
学

▼
種
類　

第
１
種
衛
生
管
理
者
、
第
２
種
衛

生
管
理
者
、
潜
水
士
、
１
級
ボ
イ
ラ
ー
技

士
、
２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

▼
費
用　

受
験
手
数
料　

各
６
，
８
０
０
円

▼
受
付
期
間

　

６
月
17
日（
月
）〜
７
月
１
日（
月
）（
必
着
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
９
４
２（
４
３
）３
３
８
１

▼
日
時　

６
月
７
日（
金
）午
後
２
時
〜
午
後

４
時（
午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

▼
場
所　

合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
ー
ブ
ル

▼
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
２
４
）８
６
２
６

　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
は
、
離
婚
・

▼
講
師　

内
平　

敬
子
さ
ん

▼
費
用　

教
材
費　

１
，
０
０
０
円
程
度

　
　
　
　

受
講
料　

２
，
０
０
０
円

▼
定
員　

15
人（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）３
８
０
３

　

仕
事
の
帰
り
や
休
日
な
ど
の
余
暇
時
間
を
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の
仲
間

と
共
に
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
講
座　

テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ゴ
ル

フ
、
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
、
体
幹
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

パ
ン
作
り
、
英
会
話
、
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

キ
ッ
ク
ダ
イ
エ
ッ
ト

※
友
の
会
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

15
歳
以
上
か
ら
お
お
む
ね
35
歳

ま
で
の
勤
労
者
の
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
西
部
町
民
セ
ン

タ
ー
）      　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

　

 

家
庭
問
題
を
中
心
に
知
っ
て
得
す
る
法

律
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
29
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

弁
護
士　

衛
藤　

二
男
さ
ん

▼
定
員　

20
人
程
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
６
９
７

　
「
ゆ
る
体
操
」
と
昔
遊
び
な
ど
を
通
し
て

体
と
心
の
健
康
を
増
進
さ
せ
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
１
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

尚
絅
大
学　

山
田　

博
史
さ
ん

▼
定
員　

20
人
程
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
６
９
７

　

10
人
の
子
ど
も
た
ち
の
子
育
て
真
っ
最
中

の
講
師
が
熱
く
語
り
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
６
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

岸　

信
子
さ
ん

▼
定
員　

30
人
程
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
６
９
７

　

日
頃
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
工
場
見
学
で

す
。
親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

７
月
29
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
８
時（
中
央
公
民
館
出
発
）

▼
場
所　

北
九
州
市
エ
コ
タ
ウ
ン
・
シ
ャ
ボ

ン
玉
石
け
ん（
株
）

▼
対
象
者　

小
学
生
と
保
護
者（
未
就
学
児

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

▼
費
用　
（
昼
食
代
含
む
）

　
　
　
　

大
人　

１
，
８
０
０
円

　

光
を
美
し
く
透
過
す
る
透
明
樹
脂
粘
土
で

ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
イ
ン
テ
リ
ア
小
物
な
ど
を

制
作
し
ま
す
。

▼
日
時　

毎
月
第
４
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
費
用　

受
講
料　

２
，
０
０
０
円（
年
間
）

※
材
料
費
な
ど
は
実
費
負
担
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

　

河
原
の
石
を
使
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ー
ト

を
作
ろ
う
。

▼
日
時　

６
月
15
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　

内
田　

早
苗
さ
ん

▼
対
象
者　

小
学
生

▼
費
用　

材
料
費　

１
０
０
円

▼
定
員　

20
人
程
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

　

手
づ
く
り
窯
で
ピ
ザ
を
焼
き
、
試
食
し
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時　

６
月
22
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
「
炊
事
棟
」

▼
講
師　

社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　

内
田　

早
苗
さ
ん

▼
対
象
者　

小
学
生
と
保
護
者

▼
持
参
物　

エ
プ
ロ
ン

▼
費
用　

材
料
費　

３
０
０
円

▼
定
員　

10
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

　

普
段
何
げ
な
く
見
て
い
る
葉
っ
ぱ
を
使
い
、

ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

毎
月
第
２
月
曜
日（
全
10
回
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▼
場
所　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

井
上　

栄
美
子
さ
ん

▼
費
用　

受
講
料　

２
，
０
０
０
円

※
教
材
費
な
ど
は
実
費
負
担
。

▼
定
員　

10
人（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

南
部
町
民
セ

ン
タ
ー　
　
　
　

☎（
２
９
２
）３
２
０
０

も
の
づ
く
り
と
ペ
ー
ロ
ン
体
験

▼
日
時　

７
月
16
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分（
中
央
公
民
館
出
発
）〜

　

午
後
５
時（
中
央
公
民
館
帰
着
予
定
）

▼
集
合
場
所　

中
央
公
民
館

▼
対
象
者　

町
民
お
よ
び
町
内
事
業
所
に
勤

務
し
て
い
る
人

▼
費
用　

１
，
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

▼
申
込
期
限　

６
月
28
日（
金
）

▼
定
員　

45
人
程
度（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　

体
育
振
興
係　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

●
募　
　

集
●

パ
ソ
コ
ン
教
室

（
ワ
ー
ド
初
級
）

野
外
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

手
持
ち
パ
ソ
コ
ン
教
室

（
初
級
）

季
節
を
味
わ
う
ス
ポ
ー
ツ

〜
夏
〜

●
お
知
ら
せ
●

菊
陽
町
財
政
事
情
を

公
表
し
ま
す

「
菊
陽
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
」
主
催
講
座

い
の
ち
と
財
産
を
守
る
講
座

「
知
っ
て
得
す
る
法
律
相
談
」

子
育
て
支
援
講
座

「
子
育
て
っ
て
楽
し
い
よ
」

わ
く
わ
く
講
座
パ
ー
ト（
１
）

〜
石
こ
ろ
ア
ー
ト
〜

家
事
問
題
相
談
会

親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

「
親
子
一
日
社
会
見
学
」

葉
画
講
座

健
身
気
功（
導
引
養
生
功
）

シ
ー
ス
ル
ー
ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー

平
成
25
年
度

熊
本
県
調
理
師
試
験

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
各
種
免
許
試
験

高
齢
者
の
た
め
の
体
と
心

の
健
康
づ
く
り

24
時
間
ク
レ
サ
ラ
・

生
活
保
護
1
1
0
番

平
成
26
年
３
月
新
規
学
校

卒
業
者
対
象
求
人
説
明
会

肝
炎
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
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I N F O R M A T I O N ※費用が掲載されていないものは無料となっています。 情 報 掲 示 板

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ（
ボ
ー
ル
遊
び
・

か
け
っ
こ
な
ど
）受
講
生
募
集

祉
教
育
に
関
心
の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
２
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　

７
月
９
日（
火
）午
後
１
時
〜

　
　
　
　

７
月
23
日（
火
）午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所　

菊
陽
町
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

福
祉
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
、
車

い
す
や
高
齢
者
疑
似
体
験
な
ど

▼
申
込
期
限　

６
月
21
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
８
２
４

　

里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し

ま
す
。
里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ

い
て
里
親
登
録
さ
れ
た
人
に
、
子
ど
も
の
養

育
を
委
託
す
る
制
度
で
す
。
里
親
制
度
の
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
中
央
児
童
相
談
所　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
８
１
）４
４
５
１

▼
日
時

　

７
月
29
日（
月
）　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　

８
月
26
日（
月
）　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
場
所　

熊
本
再
春
荘
病
院　

小
児
科

▼
対
象
者　

小
学
生

▼
内
容　

テ
ー
マ
「
あ
つ
ま
れ
元
気
に
や
せ

た
い
小
学
生
」

❶
医
師
に
よ
る
説
明（
肥
満
症
の
基
礎
知
識

お
よ
び
合
併
症
と
治
療
法
に
つ
い
て
）

❷
理
学
療
法
士
に
よ
る
実
演
指
導（
自
宅
で

で
き
る
運
動
に
つ
い
て
）

❸
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談（
食
事
に
つ
い

▼
日
時　

８
月
６
日（
火
）〜
８
月
23
日（
金
）

　
　
　
　

毎
週
火
・
金
曜
日（
全
６
回
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

県
民
総
合
運
動
公
園

▼
対
象
者　

町
内
の
小
学
１
年
生
〜
３
年
生

▼
費
用　

受
講
料　

２
，
９
０
０
円（
保
険
・

受
講
料
含
む
）

▼
申
込
期
限　

6
月
28
日（
金
）

▼
定
員　

20
人
程
度（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

 

▼
対
象
者　

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
９
歳

以
上
の
人
。
ま
た
は
、
町
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
人（
正
職
員
）

▼
助
成
対
象
事
業
の
例　

語
学
留
学
、
海
外

研
修
な
ど

▼
募
集
期
限

　

６
月
14
日（
金
）ま
で（
必
着
）（
平
成
25
年

７
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
実
施
さ

れ
る
事
業
を
対
象
）

▼
助
成
金
額　

交
通
費
、
現
地
生
活
費
、
研

修
費
な
ど
の
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内
。

上
限
15
万
円（
学
生
は
10
万
円
）。

▼
申
請
方
法　

募
集
期
間
内
に
必
要
な
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
18
歳
未
満
の
人

は
、
保
護
者
が
申
請
）。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

　

高
齢
者
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
支
え

合
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
講
座

を
実
施
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
）

❹
看
護
師
に
よ
る
行
動
療
法（
生
活
の
仕
方

を
見
直
そ
う
）

▼
費
用　

約
３
，
０
０
０
円
〜
４
，
０
０
０

円（
初
診
料
、
検
査
代
込
み
）

※
２
回
目（
８
月
）は
約
１
，
０
０
０
円
前
後

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
再
春
荘
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
２
）１
０
０
０

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
な
ど
を
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

▼
費
用　

授
業
料
１
科
目　

１
１
，
０
０
０

円
※
入
学
料
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

▼
出
願
期
間

　

６
月
15
日（
土
）〜
８
月
31
日（
土
）（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
１
）０
８
６
０

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を

受
け
実
施
し
て
い
ま
す
。
先
の
大
戦
で
父
な

ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
、

父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

▼
費
用　

参
加
費　

９
万
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
遺
族
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
２
）６
９
２
５

放
送
大
学
10
月
生
募
集

平
成
25
年
度　

戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

高
齢
者
疑
似
体
験
講
座

里
親
募
集

わ
く
わ
く
健
康
教
室

人
材
育
成
基
金
助
成
事
業

募
集 

第38回菊陽町まつり出演者募集！
　菊陽町夏まつり実行委員会では、開催予定の夏
まつりのステージに出演していただく団体を募集
します。

▼出演日時　８月３日（土）　午後５時～午後７時

▼出演場所
菊陽杉並木公園さんさん（夏まつり特設ステー
ジ）

▼対象者
　菊陽町在住で活動実績がある団体（構成員が主
に菊陽町在住の子どもから大人）

▼演目
　演技のジャンルは問いません（カラオケ以外）

▼演技時間　10分以内

▼募集数
　６団体程度（応募者多数の場合実行委員会の選
考により決定）

▼募集期限　６月17日（月）
※応募用紙は提出先の町商工会と生涯学習課に用
意してあります（町ホームページにも掲載）。

▼その他
　謝礼・交通費などの支給はありません。

▼問い合わせ
　生涯学習課　☎（232）4917

図書館 ☎２３２-０４０４　　図書館ホール ☎２３２-７７５６
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｋｕｙｏ-ｌｉｂ．ｊｐ問い合わせ

☆主催者の都合により内容変更の場合があります。
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。
☆練習・リハーサルなどは掲載していません。

平成26年１月分のホール使用の調整会議（抽選会）を、７月10日（水）の午前９時30分から図書館
ホールで行います。認め印をご持参のうえ、時間までにお集まりください。

ほんの森のほんの森
菊陽町図書館だより 新しく届いた本

開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日まで）
　　　　　特別整理期間（年1回）

司書はひそかに魔女になる

神の文化史事典

山本覚馬伝

はじめての法律学

セレンゲティ大接近

ラジコン飛行機工作入門

全国ご当地キャラ大図鑑

おおきなひとみ

君が生まれたあの日

パン屋を襲う

大島真理／著　　郵研社

松村一男／編　　白水社

青山霞村／原著　　宮帯出版社

松井茂記／著　　有斐閣

アヌップ・シャー／著　　日経ナショナルジオグラフィック社

中島得一郎／著　　電波実験社

 「全国ご当地キャラ大図鑑」制作委員会／著　　宝島社

谷川俊太郎／詩　　芸術新聞社

加藤登紀子／編著　　廣済堂出版

村上春樹／著　　新潮社

おはなし会のお知らせ
場所：おはなしのへや

● 図書館からのお知らせ ●

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第１・２水曜日 午前11時～午前11時30分
　（６月５・12日、７月３・10日）  
★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後５時～午後５時30分
　（６月６・13・20・27日）
★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第２・４日曜日　午後２時～午後２時30分
　（６月９・23日、７月14・28日）
★あかちゃんと楽しむわらべうた（図書館職員）
　６月26日（水）　午前11時～午前11時30分
　０歳児の赤ちゃんが対象です。

〈平成25年５月11日現在確定分〉

日  曜 開場 開演 終演 入場方法 対象者

菊陽町図書館ホール　平成25年６月 催し物
催し物 主催者

広いステージで思い出を作ろう！
♪オープンステージ（学生向けホール開放事業）
　バンドやダンスなどの練習場所を探していませんか。菊
陽町図書館ホールを夏休み期間だけ、学生グループに無料
で開放します（ただし、空間使用料のみ徴収します）。
■日時　８月１日（木）・２日（金）・８日（木）・９日（金）・

15日（木）・16日（金）・22日（木）・23日（金）
（１区分３時間使用。事前申し込みが必要です）

菊陽町総合健診

おかあさんといっしょ宅配便
「ポコポッテイト小劇場」
ピアノ発表会

合気道発表会

　

無料

　

どなたでも

菊陽町健康・保険課（☎232-4912）

ＮＨＫ熊本放送局

　

合氣道愛真館（☎380-3980）

１
〜
６

９

16

23

土
〜
木

日

日

日

12:30
15:00

13:30

6:30~13:00

13:00
15:30

14:00

お問い合わせください

14:15
16:45

16:30

関係者のみ

関係者のみ

関係者のみ

■場所　菊陽町図書館ホール（ステージのみの使用となり
ます）

■対象者　菊陽町に住んでいる小学生～大学生（半数以上）
で構成されているグループ。ただし、部活動以
外の活動であること。

■問い合わせ
　菊陽町図書館ホール　☎（232）7756
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子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば

 ～ミニキャロットくらぶ～
菊陽町地域子育て支援センター

（光の森キャロット保育園内）☎２３３－００９８

６月

 ～元気っこくらぶ～
菊陽町地域子育て支援センター

（元気の森ラビット保育園内）☎２８８－５８０８
0歳～就学前の子どもさんと保護者対象。親子で楽し
む体験活動や、子育て相談など、参加費は無料です。

※保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡ください。
　月～土曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時～午後２時

キャロットランド　午前１０時～正午

プログラム日にち・場所
12日（水）

菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は管理棟）

※お茶の準備をしています。マイコップをご持参ください。

プログラム
【おしゃべり♥Party】先着20組
※６/３（月）午前10時から電話予約開始です！

７日（金）

11日（火） 13日（木）

プログラム0・1歳 2歳以上

～菊陽町地域子育て支援センター～
（白鈴園内）　☎２３２－４２８０

入園前の親子（0～6歳）・妊婦さんは、いつでも参加
できます（参加費無料）。
※駐車場に限りがありますので乗り合わせでお越しください。

ハローサークル　午前10時～正午
プログラム月日・場所

園 庭 開 放
町立保育所８園の園庭で遊べます。
けががないようにおうちの人とどうぞ。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時30分～正午

育 児 相 談
気軽にお電話ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後５時

○陽だまり（白鈴園）
　月～金曜日（休日を除く）午前９時～午後２時
　※陽だまりで身体測定ができますのでお気軽にお越し

ください。
　※今月の　　手遊び…♪こっこは手っくび手のひら
　　　　ふれあい遊び…♪なべの中のくり
　　　　絵本・紙芝居…「ぞうくんのさんぽ」
○あいあい（ふれあいの森研修センター）
　火曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
○ゆっくりーむ（白菊園）
　しばらく使えません。ご迷惑をおかけします。
　（園庭は使えます。）

ハロールーム 問い合わせ…☎２３２－４２８０

※一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後４時

育 児 相 談

園 庭 開 放

ベビーキャロット
午前9時～午後2時　光の森キャロット保育園
ベビー＆マタニティー

【ちびっこ広場で遊んじゃお♪】
※運動公園に午前10時集合！
　帽子持参です♪

【七夕☆製作遊び】
※のり・はさみ・クレヨンをご準備ください。
【６月生まれのお誕生会
　　 ＆おはなしいっぱい♪】20組
※お誕生会の後に、みんなで楽しく遊ぼう！

【キャロット☆サーキット】
※動きやすい服装でお越しください。

【七夕☆Party】
※楽しい Party にしましょうね♪

～菊陽町武蔵ヶ丘児童館～
（西部町民センター内）☎３３８－３４４３
幼児（必ず保護者と一緒にご利用ください）から小学生まで無料で
遊べます。開館時間は、午前８時30分～午後５時です。
「幼児とその保護者」のための活動や「小学生」のための活動を
行っています。

リトルシダーズクラブ　午前１０時～午前１１時３０分

３日（月）

プログラム６月

【リズム遊び…施設訪問練習】
「陽の郷」のおじいちゃん、おばあちゃんと一緒に遊ぶよー！

【歯科講習会】
どなたでもどうぞ！ハブラシ、コップをお持ちください。

５日（水）

【父の日プレゼント作り】
油性マジックペンがあればお持ちください。

７日（金）
10日（月）

【施設訪問】詳しくは、児童館でお知らせします。

17日（月）

●「２歳以上の幼児とその保護者」が対象。登録が必要です。

21日（金）

【芋畑作り：うね】
準備…着替え、スコップ、長靴、帽子、水筒、手ふき
【芋畑作り：苗植え】
準備…着替え、スコップ、長靴、帽子、水筒、手ふき

28日（金）【誕生会＆身体測定】誕生カードを作りますので、誕生月の人はお申し込みください。

ひよこ活動　午前１０時～午前１１時３０分

３日（月）

プログラム６月
【歯科講習会】
どなたでもどうぞ！ハブラシ、コップをお持ちください。

27日（木）

●「０歳～入学前の幼児とその保護者」が対象。どなたでもどうぞ。

子育て相談　毎週金曜日・午後１時～午後４時３０分
※金曜日の午後は、おしゃべりタイム！ 自由来館で遊べます。

おおむね３歳未満の児童と保護者が対象です。いつでも好きな時
間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、お母さん同士の情
報交換にご利用ください。

●利用時間　月・水・金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前10時～午後４時
●利 用 料　一家族　100円

12日（水）　身体測定
15日（土）　お父さんのつどい（要予約20組）
17日（月）　親子交通安全教室（要予約20組）
19日（水）　誕生会（要予約。カード・写真準備します）
※予約は６/５（水）から受け付けます（電話予約不可）。

※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでお越しください。
※毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。

～つどいの広場ぴーす～
（ふれあい交流・福祉支援センター）☎３３７－６８３０

12日（水）
ふれあいの森
　　研修センター

【ベビーの日：ふれあいハッピータイム】
１歳未満の乳児とお母さん・妊婦さん対象。
みんなでふれあい遊びを楽しみましょう。

14日（金）
南部町民センター

【ゲームをしよう】
みんなでネイチャーゲームをして楽しみましょう。

18日（火）
ふれあいの森
　　研修センター

【ダイナミックに遊ぼう】
トンネルをくぐったり、飛んだりして思いっ
きり体を動かして遊びましょう。

19日（水）
老人福祉センター

７/３（水）
老人福祉センター

【シャボン玉で遊んじゃおっ♪】 
※帽子をご準備ください。
　マイしゃぼん玉持参もＯＫですよ♪

ミニキャロット
午前9時～午後2時　光の森キャロット保育園

７/２（火）７/４（木）

25日（火） 27日（木）

0歳～就学前の子どもさんと保護者対象。親子で楽し
む体験活動や、子育て相談など、参加費は無料です。

※保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡ください。
　月～土曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時～午後２時

ママの休日　午前１０時～正午

※どの活動も20組限定となりますので、電話予約をお願いし
　ます。
※お誕生会に参加するお誕生月の人は、20日に誕生カード作
　りをしますので、予約し参加してくださいね。

プログラム日にち・場所
【ママの休日】手作りくらぶ
※クリップピンつくり
　材料費200円をご準備ください。

21日（金）
武蔵ヶ丘　　　　　　
コミュニティセンター

※お茶の準備をしています。マイコップをご持参ください。

プログラム
【ベビーマッサージ♪しちゃおっ】
※ママとゆっくりマッサージタイム♪５日（水）

プログラム

※一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後４時

育 児 相 談

園 庭 開 放

ベビー
午前9時～午後2時　元気の森ラビット保育園　
ベビー＆マタニティー

【公園で遊んじゃおっ♪】雨天中止
※元気の森公園に午前10時集合！帽子持参♪

【６月生まれのお誕生会】
※ビンゴゲームで盛り上がっちゃいましょう♪

元気っこ
午前9時～午後2時　元気の森ラビット保育園

７/４（木） ※どの活動も30組限定となりますので、電話予約をお願いし
　ます。
※お誕生会に参加するお誕生月の人は、18・20日に誕生カー
　ド作りをしますので、予約し参加してくださいね。

４日（火）

７/３（水） 【離乳食☆試食しちゃお♪】先着10組
※７/1（月）午前10時から電話予約開始です！

日にち

【☆七夕☆Party☆】
※短冊に願いを込めて☆晴れを祈って乾杯♪

６日（木）

19日（水）

７/５（金） 【離乳食☆試食しちゃお♪】先着10組
※７/1（月）午前10時から電話予約開始です！

【スタンプあそび】
あじさいの花を咲かせよう。
汚れてもいい服装でご参加ください。

【七夕飾り作り】
七夕に向けて、いろいろな飾りを作ります。
のりなどを使いますので、汚れてもいい服装
でご参加ください。
【七夕飾り付け】～短冊に願いを込めて～
短冊に願いを書きます。
みんなで作った七夕飾りを笹に飾りましょう。

【育児講座：ベビーマッサージ】
要予約（講師：吉武　千鶴さん）
生後７カ月くらいまでの乳児と保護者対象。
※定員15組。５/28（火）から受付中。

５日（水）
老人福祉センター

26日（水）
三里木町民センター

６月のプログラム

【芋畑作り：水やり】
準備…帽子、水入れ用ペットボトル、長靴、水筒、手ふき

６日（木）【父の日プレゼント作り】

19日（水）

24日（月）

【パークドームを探検しよう！】
※公園に午前10時集合！
　帽子を準備してね♪

18日（火） 20日（木）

【テラスで水遊び♪】
※着替えをご準備ください。12日（水）

27日（木）

【ラビット☆サーキット】
※動きやすい服装でお越しください。13日（木）

【お散歩に Let’s Go！】
※元気の森公園に午前10時集合！帽子持参♪26日（水）

【おじいちゃん・おばあちゃんデー】
お孫さんと一緒に来ませんか？どなたでもどうぞ！

【七夕飾り☆作っちゃお】
※のり・はさみ・クレヨンをご準備ください。20日（木）

６日（木）

【おもちゃ＆おしゃべり】芋畑作りの予備日
【ヤマト交通安全教室】くろねこちゃんと一緒に遊ぼう！

20日（木）【おもちゃ＆おしゃべり】
25日（火）【ヤマト交通安全教室】お友達と一緒にどうぞ！

13日（木）

25日（火）

【おたのしみ♥Tea Party】
※ママのお気に入りのTeaを見つけてみませんか。
　６/３（月）午前10時から電話予約開始です！
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う
じ
ょ
う

く
ず

「菊陽人りさーち」に掲載
を希望される人は、はがき
に「氏名」「年齢」「住所」「連
絡先（昼間）」を明記のうえ
〒869 -1192菊陽町役場総合
政策課「菊陽人りさーち」
係までお送りください。
注）掲載対象は、小学生以
上で菊陽町に居住している
人に限ります。親子、祖父
母と孫など２人１組での掲
載もできます。掲載が決ま
りましたら、こちらからご
連絡させていただきます。
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りさーち
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報
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こ
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夕
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思
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の
残
る
な
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河
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が
ら
白
き
煙
に
覆
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て
恐
れ
て
覗
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き
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菊
川
あ
さ
み

緑
な
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大
地
の
向
う
に
淡
々
と
桜
霞
み
ぬ
吾
が
古
里
は 

佐
藤
せ
い
子

朝
　

　々

に
窓
越
し
に
見
る
花
水
木
日
に
日
に
朱
の
色
増
し
て
来
ぬ 

下
田　

久
子

ウ
グ
イ
ス
の
澄
み
し
声
に
て
迎
え
ら
れ
里
山
を
行
け
ば
心
静
ま
る 

中
村
ト
シ
エ

雨
多
き
今
年
も
見
事
に
咲
き
ま
し
た
屋
根
よ
り
高
き
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
花 

山
川　

カ
ヅ

せ
せ
ら
ぎ
の
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り
流
る
る
水
の
辺
に
色
新
し
き
水
仙
の
花 

松
本　

東
亜

●趣味
　サッカー
●将来の夢
　サッカー選手
●自慢できること
　足が速い
●今一番やりたいこと
　サッカーをしたい

（７歳・大堀木）

とみなが　　たいよう

●趣味
　お友達と遊ぶこと
●将来の夢　幼稚園の先生
●自慢できること
　ピアノで「ねこふんじゃった」
を弾くのが早いこと
●みんなに伝えたいこと
　みんなお友達になってね

（８歳・宮ノ上）
髙宮　夢乃さん
たかみや　　ゆめ の

冨永　大耀くん

ふ
き

い
ろ
ど

水
俣
の
人
は
水
俣
の
こ
と
を
大
好
き
だ
か
ら
、

と
て
も
強
い
人
に
な
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

水
俣
の
こ
と
を
学
ん
だ
私
た
ち
は
、
み
ん
な

で
ク
ラ
ス
の
中
の
差
別
を
見
つ
け
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
ク
ラ
ス
の
課
題
を
出
し
あ
い
ま
し
た
。

特
に
多
か
っ
た
の
は
、「
人
に
よ
っ
て
態
度
を

か
え
る
」
と
い
う
意
見
で
し
た
。
人
に
よ
っ
て

態
度
を
か
え
る
と
い
う
の
は
、
水
俣
病
に
か

か
っ
た
人
だ
け
を
差
別
す
る
の
と
同
じ
だ
と
思

い
ま
し
た
。
次
に
、
こ
こ
ろ
交
流
を
し
ま
し
た
。

み
ん
な
に
伝
え
た
い
心
、
分
か
り
や
す
く
言
え

ば
、
自
分
の
身
の
回
り
で
起
こ
っ
た
差
別
や
自

分
が
し
て
し
ま
っ
た
差
別
な
ど
を
だ
し
あ
っ
て

謝
っ
た
り
し
ま
し
た
。
人
の
失
敗
を
笑
っ
た
り

す
る
お
か
し
さ
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
周
り
の
人

た
ち
が
さ
さ
い
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
て
も
相

手
が
す
ご
く
傷
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
こ
こ
ろ
宣
言
を
し
ま
し
た
。
班
で
宣

言
を
出
し
あ
い
ま
し
た
。「
人
に
よ
っ
て
態
度

を
か
え
な
い
」
と
い
う
宣
言
が
多
く
だ
さ
れ
ま

し
た
。「
悪
口
や
か
げ
ぐ
ち
を
言
わ
な
い
」
と

宣
言
し
た
班
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
は
そ
れ
を

「
あ
た
り
ま
え
だ
ろ
〜
。」
と
笑
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
先
生
は
「
う
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
そ
の
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
さ
え
で
き
て
い
な
い
か
ら
、

そ
の
宣
言
は
と
て
も
い
い
と
思
う
。」
と
言
い

ま
し
た
。
私
は
、
確
か
に
で
き
て
い
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
宣
言
を
聞
き
な
が
ら
、
水
俣
の
人

た
ち
が
い
ろ
ん
な
こ
と
を
宣
言
し
、
ま
た
き
れ

い
な
海
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
思

い
だ
し
て
、
宣
言
す
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

私
は
、
水
俣
の
学
習
を
し
て
い
て
中
学
生
が

水
俣
の
こ
と
に
つ
い
て
書
い
た
作
文
を
見
ま
し

た
。
そ
の
作
文
を
読
ん
で
、
水
俣
の
イ
メ
ー
ジ

が
変
わ
り
ま
し
た
。
昔
、
水
俣
病
が
発
生
し
た

水
俣
。
日
本
人
の
多
く
が
、
水
俣
＝
公
害
の
町

と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
今
は
春
に
な
る
と
桜
の
花
が
満
開
に
咲

き
、
一
面
に
広
が
る
青
い
海
、
自
然
豊
か
な
町

で
す
。
水
俣
病
が
発
生
し
た
時
、
う
つ
る
病
気

だ
と
思
わ
れ
、
差
別
な
ど
を
受
け
と
て
も
つ
ら

い
経
験
を
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
水
俣

病
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、
今
も
苦

し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
る
そ
う
で
す
。
最
近

で
も
、
う
つ
る
病
気
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
い

る
そ
う
で
す
。
こ
の
作
文
を
書
い
た
人
は
、
学

校
の
授
業
で
水
俣
病
の
名
前
を
変
え
る
べ
き
か

変
え
な
い
べ
き
か
に
つ
い
て
、
討
論
会
を
し
た

そ
う
で
す
。
私
だ
っ
た
ら
変
え
た
方
が
い
い
と

思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
そ

の
人
は
「
名
前

を
変
え
る
こ
と

は
、
水
俣
病
か

ら
逃
げ
て
い

る
」
と
書
い
て

い
た
の
で
強
い

な
あ
と
思
い
ま

し
た
。
私
は
、

じ
ぞ
う
そ
ん

り
ょ
う
し
ょ
う

子

ども
の目、子どもの声
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人権教育・啓発課
☎232-2113

人権
作文シリーズ
【№50】

※作者の学年は前年度の在籍学年となります。
◇印からの文章は先生のコメントです。

▲水俣に学ぶ肥後っこ教室

　

最
後
に
、
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
あ
り
が
と
う
を
伝
え
る
た
め

の
カ
ー
ド
で
す
。
た
と
え
ば
、「
ふ
で
ば
こ
を

落
と
し
た
時
に
何
も
言
っ
て
な
い
の
に
拾
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
や
、「
山
登
り
の
時
、

助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
な
ど
で
す
。
今

も
帰
り
の
会
の
時
に
、
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
だ
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
な
か
な
か

あ
り
が
と
う
と
い
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の
分
、
人
を
助
け
る
こ
と
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、
今
日
け
ん
か
を
し
て
い
る
三
年
生
を

見
か
け
ま
し
た
。
前
に
三
組
の
人
が
低
学
年
の

人
に
「
自
分
が
さ
れ
て
い
や
な
こ
と
は
、
し

ち
ゃ
だ
め
だ
し
、
言
っ
た
ら
だ
め
な
ん
だ
よ
」

と
注
意
し
て
い
る
の
を
見
て
、
す
ご
い
な
あ
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、「
あ
ん

ま
り
け
ん
か
は
し
な
い
方
が
い
い
よ
。
友
だ
ち

な
ん
で
し
ょ
。」
と
言
い
ま
し
た
。
後
ろ
に
い

た
先
生
が
「
そ
う
よ
、
け
ん
か
し
ち
ゃ
だ
め
よ
。

あ
り
が
と
う
ね
、
注
意
し
て
く
れ
て
。」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

だ
か
ら
、
今
度
か
ら
い
じ
め
や
差
別
な
ど
を
し

て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、
ク
ラ
ス
の
人
だ
け

で
は
な
く
、
違
う
学
年
の
人
に
も
注
意
し
て
い

き
た
い
で
す
。
水
俣
の
学
習
を
し
て
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

◇
水
俣
の
学
習
か
ら
、
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ス
を

見
つ
め
直
し
、
お
か
し
さ
を
な
く
し
て
い
こ

う
と
い
う
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
行

動
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
る
姿
が
心
強
い
で
す
。

水
俣
か
ら
学
ん
で

　

ク
ラ
ス
で
考
え
た
こ
と

菊
陽
西
小
学
校
５
年　

石
山　

礼
菜

く

ひ

さ
え
ず

ひ

ひ
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い
し
や
ま　
　

れ
い
な



休日在宅当番医・薬局

ふれあい総合相談ふれあい総合相談ふれあい総合相談

きくようカレンダー

老人福祉センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター

ふれあい交流・福祉支援センター

法　　律

税　　金

財産相続

登 記 ・
法律相談
●問い合わせ／社会福祉協議会　☎232‒3593

会　場

■ 専門相談（午後1時～午後3時）
相談名 実施日

☎232‒3592

■ 介護相談　平日（午前 8時30分～午後 5時15分）
電話

会　　場

■ 行政相談（午前10時～正午）

老人福祉センター
実施日

３日（月)
20日（木)
21日（金)
10日（月)
18日（火)
24日（月)

13日（木)

菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所
事業所名

８日（土）

会　　場

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）
実施日
15日（土）
22日（土）

ふれあい交流・福祉支援センター  ☎337‒6830
老人福祉センター ☎232‒3966

2013年

総合交流ターミナルさんふれあから

ナ
ツ
メ
ロ
歌
謡
彩
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　

外
村
歌
謡
教
室
ひ･

ふ･

み
会 

青
葉
台

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
報
告
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
人
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　

（
４
月
受
付
分
）

永
井　

貴
規　

様　
　
　
　
　
　
（
三
重
県
）

芝　

恵
美
子　

様　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

吉
田　

光
宏　

様　
　
　
　
　
　
（
熊
本
県
）

　

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
は
、
貴
重
な
財

源
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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５
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６
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14

　

15

　

17
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19

4
／
19

　

20

　

21

　

22

泰
治

竜
二

伸
也

征
司

幸
美

康
幸

翔
吾

将
太裕哲

也
真
麗
子

隆
徳

佳
奈

幸
典

寛
史

昌
也

隆
太
郎

亮恭
男勉義

裕
益
充

健
一

佐
祐
里

誠
司瞳

賢
太
郎

健
介

光
４
町
内

に
じ
の
森

杉
並
台

宮
ノ
上

八
久
保

津
久
礼
ヶ
丘

緑
ヶ
丘

緑
陽
台

入
道
水

新

山

あ
さ
ひ
ヶ
丘

光
４
町
内

南

方

上
中
代

新

山

下

原

光
７
町
内

新

町

境
の
松

八
久
保

津
久
礼
ヶ
丘

武
６
町
内

井

口

ひ
ば
り
ヶ
丘

沖

野

三
里
木

緑
陽
台

八
久
保

板
垣　

心
絆

渡
邉　

妃
瑚

田
代　

裕
飛

丸
野
尊
士
郎

智
昭努智

裕
公
士

ご
出
生
お
め
で
と
う（
４
月
届
出
分
）

お
め
で
た

4
／
１３６

 

９
 

11
 

14
 

15

 

15

 

17

 

17

 

21

 

22

 

24 
 

25

 

26

 

27

 

27
東　
　

孝
一

板
楠　

紀
子

中
島　
　

孝

藤
井
マ
リ
子

中
村
ア
サ
ノ

別
府　
　

進

後
藤　
　

磨

岩
下　

靜
雄

矢
野　

葉
子

右
田　

益
枝

中
村
千
津
子

髙
村　

健
敏

井
芹
ト
ミ
コ

西
本　

美
和

東　

チ
ヨ
シ

田
村　
　

磨

坂
本
チ
エ
子

84
歳

72
歳

79
歳

82
歳

89
歳

86
歳

85
歳

89
歳

89
歳

85
歳

62
歳

64
歳

93
歳

40
歳

95
歳

99
歳

86
歳

お
く
や
み

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す（
４
月
届
出
分
）

ご
芳
名

ご
逝
去

年
齢

行
政
区

赤
ち
ゃ
ん

届
出
人

行
政
区

出
生
日

こ
こ
な

き

こ

ゆ
う
ひ

と
う
し
ろ
う

川
上　

治
眞

田
原　

快
晟

大
塚　

崇
太

池
田　

彩
珠

外
山
実
紀
乃

一
ノ
瀬　

月

石
原　

優
冴

江
副　

光
秋

荒
木　

菜
々

矢
津
田
龍
斗

吉
田　

優
助

井
手　

紗
恵

村
上　

義
知

阪
田　
　

岳

坂
本　

優
菜

大
村　

陽
輝

井
手　

亮
介

濵
田　

結
乃

前
田　

栞
奈

弓
削　
　

湊

平
嶋　

優
翔

上
村　

美
織

前
田　

唯
花

宮
本　

結
菜

井
手　

寛
人

村
尾　

太
誠

大
無
田
幸
花

古
庄　

結
心

は
る
ま

か
い
せ
い

そ
う
た

あ
や
み

み　

き　

のる
な

ゆ
う
ご

み
つ
あ
き

な　

な

り
ゅ
う
と

ゆ
う
す
け

さ　

え

と
も
きが

く

ゆ　

な

は
る
き

り
ょ
う
す
け

ゆ　

の

か
ん
な

み
な
と

ゆ
う
と

み　

お

ゆ　

な

ゆ
い
な

か
ん
と

た
い
せ
い

こ
は
な

ゆ
い
と

東熊本第二病院

宮本内科医院

後藤整形外科医院

副島耳鼻咽喉科クリニック

光の森歯科クリニック

西山医院

合志第一病院

熊本リハビリテーション病院

木庭耳鼻咽喉科医院

山縣医院

たぶち内科循環器科

森本整形外科医院

菊池眼科

ハート歯科クリニック

つぼみ調剤薬局

武蔵しもむら医院

野沢内科医院

川口病院

米田産婦人科医院

さかい歯科クリニック

ふくだ医院

たしろクリニック

三隅胃腸科内科外科医院

岸眼科

林歯科医院

月６月６

月６

菊陽町

大津町

菊池市

合志市

菊陽町

菊池市

合志市

菊陽町

菊池市

大津町

菊陽町

合志市

菊池市

大津町

菊陽町

菊陽町

大津町

菊池市

菊池市

菊陽町

大津町

大津町

合志市

菊池市

菊池市

232-3939

293-1700

0968-25-2906

249-1777

340‒2611

0968-25-2561

242-2745

232-3111

0968-24-2551

293-4430

233-3588

242-2231

0968-25-5678

294-6777

201‒8660

339-7561

293-8000

0968-25-2230

0968-25-2589

284-8433

293-2771

340‒3220

248-6161

0968-38-0075

0968-24-4182

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

問い合わせ　☎（232）8690

30日日

23日日

※医療機関の都合によりやむを得ず変更になる場合もありま
すので、最新情報は、菊池郡市医師会テレフォンサービス
（☎0968‒25‒3300）でご確認ください。
※薬局は、菊陽町内のみを掲載しています。

西
本　

勇
市（
故
至
） 

 

中　
　

代

吉
山
美
喜
男（
故
ヨ
リ
コ
）  

馬
場
楠

増
住　

和
也（
故
悟
） 

 

戸　
　

次

近
本　
　

亮（
故
幸
雄
） 

 

宮
ノ
上

近
本　
　

亮（
故
ハ
ル
ミ
） 

 

宮
ノ
上

東　

エ
ツ
子（
故
孝
一
） 

 

上
中
代

曽
我　

文
夫（
故
柾
子
） 

 

南　
　

方

五
島
恵
美
子（
故
禄
大
） 

 

大
堀
木

橋
本　

定
光（
故
進
矢
） 

中　
　

代

中
村　

純
一（
故
ア
サ
ノ
） 

馬
場
楠

別
府　

美
穂（
故
進
） 

東
ケ
丘

板
楠　

秀
晄（
故
紀
子
） 

上
津
久
礼

後
藤　

秀
孝（
故
磨
） 

鉄
砲
小
路

荒
木　

一
博（
故
フ
ジ
） 

 

大
堀
木

中
村　

健
児（
故
千
津
子
） 

八
久
保

■
そ
の
他（
敬
称
略
）

カ
ラ
オ
ケ
子
鹿
会
・
入
道
水
区  

入
道
水

夜間納税相談（税務課）午後9時まで

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

６月のイベントご案内

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）

消費生活相談（大津町役場２階相談室、午前10時～午後４時）
無料人権相談（武蔵ヶ丘コミュニティセンター、午前10時～午後３時）

６月の休館日 4・11・18・25

16日日

9日日

2日日

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
の
灯

　
■
香
典
返
し（
敬
称
略
）

尾
山　

栄
一（
故
キ
ワ
） 

新　
　

町

松
村　

秀
俊（
故
剛
） 

戸　
　

次

ふ
る
さ
と
菊
陽
応
援
寄
附
金

消費生活相談（大津町役場２階相談室、午前10時～午後４時）

上
中
代

上
津
久
礼

武
５
町
内

光
団
地

馬
場
楠

東
ヶ
丘

鉄
砲
小
路

戸

次

新

町

杉
並
台

八
久
保

菊
陽
町

馬

場

光
２
町
内

上
津
久
礼

下
津
久
礼

辛

川

津
久
礼
ヶ
丘

鉄
砲
小
路

光
７
町
内

光
７
町
内

 ９日日 10:00～15:00　さんふれあ創業祭
　　　　太鼓演奏、菊陽中学校吹奏楽部演奏、｢もっこす
　　　　ファイヤー（吉本）｣ステージ、お楽しみ抽選会、
　　　　フリーマーケット、アフリカ民族楽器（ジャンベ）
　　　　演奏、ミニ新幹線
12日水 13:00～　押し花教室
16日日 父の日プレゼント（回数券購入者に入浴券２枚進呈）
19日水 13:00～　押し花教室
26日水 12:30～　さんふれあ舞の会
29日土 17:00～　第23回ふれあ館コンサート
　　　　出演：「おんぷ館」
　　　　入場料：500円（ドリンクバー、茶菓子）

14・28日：さん彩感謝デー（1，200円以上
お買い上げの人に野菜１品プレゼント）
※なくなり次第終了。
※毎週金曜日は肉と豆腐の特売日。

直売所

６日：回数券デー（回数券＋１枚サービス）
13日：レディースデー（女性半額）
20日：さんさんデー（半額・回数券＋１枚サービス）
27日：メンズデー(男性半額)

温泉

※毎週月曜日
　さんふれあポイントカードポイント２倍
※土・日・祝日
　ふれあ館バイキング　大人880円（ドリンクバー付）

さん休 図書休

さん休 図書休さんふれあ休館 図書館休館

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

さん休 図書休

さん休 図書休

図書休

消費生活相談（大津町役場２階相談室、午前10時～午後４時）

さん休 図書休消費生活相談（大津町役場２階相談室、午前10時～午後４時）
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